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ロ
シ
ア
政
府
は
、
日
本
使
節
団
に
最
高
の
好
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
目
指
し
、
日

本
人
た
ち
が
興
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
首
都
の
名
所
を
皆
見
せ
よ
う
と
し
た
。
最
初
の

訪
問
場
所
目
録
は
、
ロ
シ
ア
帝
室
宮
内
大
臣
【министр императорского двора
】

で
あ
る
、
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
（
一
七

九
〇
―
一
八
八
四
、
大
臣
在
職
期
間
は
一
八
五
二
年
八
月
三
〇
日
―
一
八
七
〇
年
四

月
一
七
日
）
が
許
可
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「�

冬
宮�

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ�

造
兵
廠�

造
幣
局�

博
物
館　

鉱
山
博
物
館
、
動
物
学
博
物
館�

工
科
大
学
【Технологический И

нститут

】�

寄
木
細
工
工
房�

ガ
ラ
ス
工
場
と
陶
磁
器
工
場�

ク
ラ
ー
ス
ノ
エ
・
セ
ロ
ー
の
宿
営
【Л

агерь

】�
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト�

ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ�

ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
」

（
ⅰ
）

（
１
）

（
２
）

一
八
六
二
年
日
本
使
節
団
の
ロ
シ
ア
訪
問　
―
図
書
館
と
軍
港
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
―

ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ

　

二
〇
一
五
年
五
月
一
九
日
、
日
本
学
士
院
と
本
研
究
所
の
共
催
に
よ
り
、「
日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
を
開
催
し
た
。
今
回
の
研
究
集
会
は
通
算
一
五
回
目
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
・
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
か
ら
、
昨
年
冬
に
海
軍
文
書
館
か
ら
異
動
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
館
長
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献

研
究
所
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
ら
を
招
聘
し
て
御
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
当
日
は
三
つ
の
報
告
が
あ
っ
た
。
第
一
報
告
は
、
研
究
代
表
者
（
保
谷
）
か
ら
「
在
外
日
本
関
係
史
料
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
実
施
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。
第
二
報
告
（
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
）
は
、
幕
末
の
竹
内
使
節
団
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
訪
問
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
側
が
日
本
使
節
を
図
書
館
や
軍
港
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
案
内
す
る
経
過
を
詳
細
に
紹
介
し
た
。
第
三
報
告
（
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
館
長
）
は
、
国
立
海
軍
文
書

館
が
所
蔵
す
る
日
本
・
朝
鮮
関
係
史
料
の
解
説
目
録
に
も
と
づ
き
、
日
露
戦
争
期
の
海
軍
提
督
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
フ
ォ
ン
ド
を
分
析
し
た
。
参
加
者
は
六
〇
名
で
あ
る
。
以
下
、
後
二
者
の
報
告
を
こ
こ

に
お
さ
め
る
。

　

こ
の
研
究
集
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。�

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
／
保
谷　

徹
）

日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
（
二
〇
一
五
年
）
報
告
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「
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
」
の
行
に
対
し
て
、
赤
褐
色
の
色
鉛
筆
で
「
芸
術
ア
カ
［
デ

ミ
ー
］」
と
追
記
が
あ
る
。

　

表
の
終
わ
り
に
、
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
は
、
青
イ
ン
ク
の
、
彼
に
特
徴
的
な
、

難
解
な
筆
跡
で
、「
ま
だ
あ
る
か
も
」【“ и что ещ

е окаж
ется”

】
と
付
け
加
え
る
。

　

こ
の
「
ま
だ
あ
る
か
も
」
の
結
果
、
表
は
、
著
し
く
拡
大
し
た
。
引
用
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

　
　
「
視
察
の
た
め
に
日
本
使
節
団
に
供
す
る
場
所
一
覧
表

一
、
冬
宮

二
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

三
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館

四
、
造
幣
局

五
、
公
共
図
書
館

六
、
旧
ロ
イ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
グ
公
の
鋳
鉄
鋳
造
工
場
【Чугунно-Л

итейны
й 

завод, бы
вш

ий Герцога Л
ейхтенбергского

】

七
、
鉱
山
大
学
博
物
館

八
、
陸
軍
病
院
、
あ
る
い
は
、
マ
リ
イ
ン
ス
カ
ヤ
病
院
【М

ариинская 

больница

】
と
医
科
外
科
学
学
校
診
療
室
【Кабинет 

М
едико-

Х
ирургической А

кадемии

】

九
、
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

一
〇
、
造
兵
廠
と
機
械
工
場
（
前
記
）

一
一
、
工
科
大
学

一
二
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
機
械
工
場
（
前
記
）

一
三
、
プ
ル
コ
ヴ
ォ
天
文
台

一
四
、
コ
ル
ピ
ン
ス
キ
ー
工
場
（
蒸
気
機
械
）

一
五
、
ペ
テ
ル
ゴ
ー
フ
（
研
磨
工
場
）

一
六
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー

一
七
、
ク
ラ
ー
ス
ノ
エ
・
セ
ロ
ー
（
宿
営
を
い
く
つ
か
）

一
八
、
ガ
ッ
チ
ナ

一
九
、
植
物
園

二
〇
、
工
科
学
校
【И

нж
енерная А

кадемия

】

二
一
、
海
軍
幼
年
学
校
【М

орской Кадетский Корпус.

教
育
期
間
が
七
―

一
一
年
と
長
く
（
時
代
に
よ
り
違
う
）、
卒
業
後
、
士
官
候
補
生

（гардемарин

）
と
し
て
艦
隊
に
乗
り
組
み
、
一
年
の
実
習
航
海
を
経
て
、

少
尉
（мичман

）
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
海
軍
兵
学
校
に
近
い
】

二
二
、
セ
ス
ト
ロ
レ
ツ
キ
ー
兵
器
廠

二
三
、
陸
軍
輜
重
通
信
隊
大
学
【И

нститут Корпуса П
утей Сообщ

ения

】

二
四
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
連
隊
第
一
中
隊
兵
営
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
表
に
登
場
す
る
対
象
す
べ
て
に
は
と
て
も
、
使

節
団
は
訪
問
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
上
記
表
二
二
番
の
セ
ス
ト
ロ

レ
ツ
キ
ー
兵
器
廠
は
一
時
的
に
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
廠
員
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
農

場
の
雌
牛
の
え
さ
用
と
し
て
冬
に
向
け
て
干
草
を
準
備
し
て
い
た
。
八
月
六
日
、
セ

ス
ト
ロ
レ
ツ
キ
ー
兵
器
廠
か
ら
、
日
本
使
節
団
員
の
受
入
責
任
者
で
あ
る
宮
廷
應
接

掛
長
【Ц

еремониймейстер В
Ы

С
О

ЧА
Й

Ш
ЕГО

 Д
вора

】
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
氏

宛
に
発
信
番
号
第
七
九
八
五
号
を
付
さ
れ
た
以
下
の
文
書
が
届
い
た
。

　
「
本
日
受
領
し
た
セ
ス
ト
ロ
レ
ツ
キ
ー
兵
器
廠
発
の
報
告
に
関
連
し
、
第
七
八
四

八
号
付
本
職
の
返
答
の
補
足
と
し
て
、
謹
ん
で
閣
下
に
、
以
下
の
こ
と
を
お
知
ら
せ

申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
当
該
工
場
は
、
水
路
の
補
修
、
な
ら
び
に
、
廠
員
た
ち
が
自

己
の
草
地
で
の
干
し
草
刈
り
の
た
め
休
暇
中
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
操
業
を
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
兵
器
製
造
工
程
は
今
月
七
日
か
ら
再
開
さ
れ
る
予
定
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
夏
は
廠
内
で
大
規
模
修
繕
工
事
が
大
々
的
に
行
わ
れ
る
た
め
、
完
全
な
操
業

（
ⅱ
）

（
３
）

（
４
）
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開
始
は
今
年
八
月
二
〇
日
以
降
と
な
り
ま
す
」。

　

上
記
表
一
一
番
工
科
大
学
は
夏
休
み
期
間
中
で
、学
生
た
ち
の
夏
休
み
期
間
中
は
、

授
業
も
な
い
た
め
、
大
掛
か
り
な
修
繕
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
工
科
大
学
学
長
は
、
一
八
六
二
年
八
月
二
日
付
第
一

〇
四
七
号
文
書
で
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
日
本
使
節
団
員
受
入
責
任
者
・
宮
廷
應
接
掛
長
殿

　

七
月
三
一
日
付
第
六
三
五
号
文
書
に
対
し
、
閣
下
に
、
謹
ん
で
以
下
の
こ
と
を
お

知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
工
科
大
学
お
よ
び
そ
の
各
作
業
部
門
は
修
繕
改
修

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
終
了
す
る
の
は
早
く
て
も
一
〇
月
に
な
る
見
通
し

で
あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
使
節
団
を

工
科
大
学
お
よ
び
各
作
業
部
門
見
学
の
た
め
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
お

よ
そ
不
可
能
で
あ
り
ま
す
」。

　

と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
日
本
使
節
団
が
訪
れ
た
二
ヶ
所
、
公
共
図
書
館
と
ク
ロ

ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
海
軍
基
地
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
。

帝
国
公
共
図
書
館
訪
問

　

日
本
人
の
図
書
館
訪
問
の
考
察
を
行
う
前
に
、
図
書
館
創
設
の
歴
史
と
ロ
シ
ア
社

会
と
国
家
に
お
け
る
意
義
に
付
き
、
い
く
つ
か
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ロ
シ
ア
で
は
昔
か
ら
個
人
に
よ
る
書
籍
蒐
集
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
伝
統
は
古

代
ロ
シ
ア
の
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
。
一
八
世
紀
の
初
め
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
や
芸

術
ア
カ
デ
ミ
ー
そ
の
他
の
国
家
が
管
理
す
る
図
書
館
が
創
設
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
国
家
の
発
展
と
さ
ま
ざ
ま
な
階
級
に
教
養
あ
る

人
々
を
創
る
た
め
に
、
皆
に
開
か
れ
た
本
の
保
管
場
所
を
造
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
種
の
も
の
と
し
て
は
ロ
シ
ア
で
最
初
の
組
織
で
あ
る
今

日
の
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
【Российская национальная библиотека

＝Russian�
N
ational�

Library

】
が
作
ら
れ
た
。
荘
厳
な
開
館
式
が
執
り
行
わ
れ
た
の
は
一
八

一
四
年
一
月
二
（
一
四
）
日
で
あ
る
。
同
館
は
現
在
世
界
最
大
級
の
図
書
館
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
そ
の
創
設
起
源
は
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
（
一
七
二
九
―
一
七
九
六
、

在
位
一
七
六
二
―
一
七
九
六
）
に
あ
る
。
彼
女
の
発
案
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最

良
な
図
書
館
を
手
本
に
し
て
創
ら
れ
た
公
共
の
国
立
図
書
館
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
国

力
と
啓
蒙
思
想
へ
の
忠
誠
を
具
現
化
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
基
本
的
な
使
命
と

な
っ
た
の
は
ロ
シ
ア
語
の
書
物
と
手
稿
す
べ
て
の
蒐
集
で
あ
る
。
首
都
の
中
心
で
の

建
物
の
建
設
と
設
備
整
備
は
ほ
と
ん
ど
二
〇
年
を
要
し
、
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一

世
（
一
七
七
七
―
一
八
二
五
、
在
位
一
八
〇
一
―
一
八
二
五
年
）
治
世
下
で
、
完
成

し
た
。
初
代
館
長
で
あ
る
ア
レ
ク
セ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
オ
レ
ー
ニ
ン
（
一
七

六
三
―
一
八
四
三
）
が
作
っ
た
最
初
の
法
的
執
務
規
定
は
、「
公
共
の
福
祉
の
た
め

に
」、「
何
人
も
分
け
隔
て
な
く
」
を
謳
う
。

　

一
八
一
四
年
八
月
、
Ａ
・
Ｎ
・
オ
レ
ー
ニ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
書
く
。

　
「
公
共
図
書
館
開
設
の
真
の
目
的
は
、
何
人
た
り
と
も
、
す
べ
て
の
印
刷
さ
れ
た

書
物
を
、
た
と
え
そ
れ
が
稀
覯
本
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
…
、
自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と

だ
け
は
で
き
な
い
も
の
の
、
無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」。

　

一
八
一
〇
年
、
ロ
シ
ア
国
内
の
印
刷
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
印
刷
物
は
す
べ
て
、
二

部
を
公
共
図
書
館
に
寄
贈
す
る
義
務
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。
オ
レ
ー
ニ
ン
は
こ
の
理

由
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
「
樹
木
が
根
の
お
か
げ
で
最
初
の
植
物
の
力
を
授
か
る
の
と
同
じ
様
に
、
こ
の
公

共
図
書
館
の
成
長
は
法
の
上
に
基
礎
付
け
ら
れ
、
確
立
さ
れ
、
そ
の
法
の
効
力
に
よ

り
、新
刊
書
物
が
二
部
ず
つ
国
中
か
ら
当
館
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」。

　

日
本
使
節
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
す
る
少
し
前
、
建
築
家
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
イ

ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ソ
ボ
リ
シ
シ
コ
フ
（
一
八
〇
八
―
一
八
七
二
）
は
、
イ
ヴ
ァ
ン
・

イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ル
ノ
ス
タ
エ
フ
（
一
八
二
一
―
一
八
七
四
）
の
協
力
の
下
、

書
物
の
昇
降
機
械
、
参
考
室
の
書
架
、
机
、
女
性
利
用
者
用
読
書
室
（
女
性
の
便
宜

の
た
め
）、
画
家
用
室
を
備
え
た
新
閲
覧
室
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
い
く

（
５
）

（
６
）
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つ
も
あ
る
閲
覧
室
は
空
調
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
、一
定
の
温
度
に
保
た
れ
て
い
た
。

一
八
六
六
年
、
図
書
館
の
、
ネ
フ
ス
キ
ー
通
り
と
サ
ド
ー
ヴ
ォ
エ
通
り
の
角
に
面
し

た
窓
に
時
計
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
時
計
は
プ
ル
コ
ヴ
ォ
天
文
台
の
天
体
時
計
と
電
線

で
繋
が
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
正
確
な
時
を
刻
む
こ
と
が
保
証
さ
れ
た
。

　

雑
誌
「
祖
国
雑
記
」【《О

течественны
е записки

》】
の
一
八
五
六
年
六
月
号
に

Ｎ
・
プ=

ス
キ
ー
【“ Н

. П
-ский”

】
の
頭
文
字
筆
名
の
下
に
、
評
論
家
が
図
書
館
に

つ
い
て
の
論
文
を
載
せ
た
。

　

こ
の
評
論
家
は
、「
こ
の
よ
う
な
施
設
の
必
要
性
は
皆
が
感
じ
て
い
た
」
と
書
く
。

　
「
民
衆
教
育
の
問
題
に
お
い
て
、
図
書
館
の
意
義
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
中
、
そ
の

こ
と
に
極
め
て
多
く
の
寄
与
を
為
し
た
の
は
、
入
館
者
が
図
書
館
の
宝
庫
を
利
用
す

る
際
に
可
能
な
限
り
の
利
便
性
を
供
与
す
る
と
い
う
図
書
館
首
脳
部
の
配
慮
で
あ

り
、
こ
れ
は
こ
の
種
の
施
設
に
と
り
必
須
の
条
件
で
あ
る
。

　

実
際
、
帝
国
公
共
図
書
館
長
は
、
完
全
に
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
お
り
、
…
こ
の

目
的
の
た
め
に
、
…
既
に
一
八
五
二
年
『
帝
国
公
共
図
書
館
案
内
』
を
刊
行
し
、
こ

の
案
内
書
の
助
け
を
借
り
、
入
館
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
、
図
書
館
の
全
体

的
性
格
と
設
備
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
す
ぐ
に
、
詳
細
か
つ
具
体
的
に
図
書

館
全
体
を
見
て
回
り
、
図
書
館
に
あ
る
文
字
財
産
と
知
己
に
な
る
こ
と
に
着
手
で
き

る
。
こ
れ
を
目
的
に
図
書
館
首
脳
部
は
、
本
を
閲
覧
す
る
際
の
煩
雑
な
手
続
き
を
避

け
、
祝
祭
日
を
も
例
外
な
く
、
一
日
中
書
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
の
で
あ
る
。
後
者
の
情
況
は
著
し
く
入
館
者
を
増
や
し
た
。
と
い
う
の
は
、
多
く

の
者
は
、
学
校
に
は
行
っ
て
お
ら
ず
…
、
し
た
が
っ
て
、
自
分
の
知
識
欲
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
勤
務
や
そ
の
他
の
仕
事
か
ら
自
由
な
時
間
に
お
い
て
の
み
だ

か
ら
で
あ
る
。
昨
年
の
図
書
館
入
館
者
二
八
七
五
人
の
う
ち
、
八
二
人
の
み
が
教
育

を
受
け
た
階
級
で
あ
る
」。

　

同
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
正
し
い
。「
図
書
館
は
民
衆
啓
蒙
の
強
力

な
手
段
と
し
て
の
彼
［
政
府
、
ク
リ
モ
フ
注
］
の
手
中
に
あ
る
」。
さ
ら
に
、
重
要

な
主
張
が
あ
る
。「
知
識
の
普
及
の
問
題
は
、
現
在
、
鉄
道
建
設
や
国
家
の
物
質
的

富
の
適
切
な
配
分
と
い
っ
た
諸
問
題
と
同
様
、極
め
て
高
い
意
味
と
重
要
性
を
持
つ
。」

　

論
文
の
著
者
は
ロ
シ
ア
の
地
方
都
市
全
部
に
図
書
館
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
、
次
の
よ
う
に
書
く
。

　
「
読
者
と
い
う
の
は
、
読
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
財
産
と
も
い
う
べ
き
出
資
金
で
、

国
家
の
隅
々
ま
で
、
ま
た
社
会
の
全
階
層
の
間
に
わ
た
り
、
知
識
の
光
を
い
っ
そ
う

均
等
に
か
つ
急
速
に
広
め
る
こ
と
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
、
株
主
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
…
そ
も
そ
も
に
お
い
て
、
我
が
国
の
物
質
的
、
と
同
時
に
、
精
神
的
な
富
の
双
方

を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
配
分
が
あ
ま
り
に
も
不
均
等
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

せ
ざ
る
を
得
な
い
」。

　

論
文
の
著
者
は
、
帝
国
全
地
方
に
図
書
館
を
建
設
す
る
際
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
図

書
館
を
模
範
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
、
帝
国
の
基
幹
図
書
館
は
、
モ
デ
ス
ト
・
ア
ン
ド
レ
ヴ
ィ
チ
・
コ
ル
フ

（
一
八
〇
〇
―
一
八
七
六
）
の
提
言
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
帝
室
宮
内
省
の
管
轄
下

に
お
か
れ
、
そ
の
こ
と
は
直
ち
に
図
書
館
の
財
政
に
有
益
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

図
書
館
の
維
持
費
ほ
と
ん
ど
二
倍
に
増
加
し
た
。
た
と
え
ば
、
書
物
、
手
稿
、
音
楽

作
品
、
銅
版
画
、
そ
の
他
の
印
刷
物
の
購
入
金
は
、
一
八
六
二
年
だ
け
で
も
、
当
時

に
と
っ
て
は
大
変
な
金
額
で
あ
る
一
八
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
の
出
費
で
あ
っ
た
。
そ

れ
以
外
に
、
書
物
と
手
稿
の
極
め
て
貴
重
の
蒐
集
品
の
寄
贈
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
一
八
六
二
年
春
、
日
本
使
節
団
が
到
着
す
る
前
に
、「
三
八
ヶ
所
の
様
々
な

所
の
人
々
に
よ
り
…
、
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
一
〇
二
巻
の
印
刷
さ
れ
た
書
物
と
冊
子
、

四
四
部
の
手
稿
、
七
つ
の
銅
版
画
」。

　

手
稿
の
中
に
は
、
東
洋
諸
国
に
関
す
る
文
書
が
い
く
つ
も
あ
り
、
例
え
ば
そ
の
内

容
は
「
イ
ン
ド
と
直
接
交
易
を
開
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
ベ
リ
チ
カ
隊
長
指
揮
下

の
ヒ
バ
・
ブ
ハ
ラ
武
装
商
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
装
備
リ
ス
ト
。
も
っ
と
も
、
イ
ン
ド
と

の
直
接
交
易
は
、
当
時
の
戦
争
状
態
の
た
め
実
現
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
…
一
七
八
〇

（
７
）
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８
）
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９
）
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年
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
書
簡
、
中
国
の
国
境
問
題
に
携
わ
る
ハ
ル
カ
ン
の
ト
ゥ
シ
ェ

ト
・
ハ
ン
の
会
議
か
ら
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
知
事
宛
、
同
書
簡
の
内
容
は
、
一
七
人
の
ロ

シ
ア
人
越
境
者
の
情
況
記
述
で
、
交
易
を
装
い
、
中
国
国
境
内
に
入
っ
た
も
の
で
、

彼
ら
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
中
国
役
人
に
よ
り
非
公
式
な
か
た
ち
で
解
放
さ
れ
た
」。

　

一
八
六
二
年
七
月
二
四
日
、
皇
帝
の
命
令
を
奉
じ
た
元
老
院
勅
令
に
よ
り

【В
ы

сочайш
ем указом П

равительствую
щ

его С
ената

】、
図
書
館
は
帝
室
宮
内

省
の
膝
下
か
ら
離
れ
、「
民
衆
啓
蒙
省
【М

инистерств Н
ародного П

росвещ
ения

】

の
管
轄
と
管
理
下
に
」
移
さ
れ
た
。
一
三
年
間
、
図
書
館
は
帝
室
宮
内
省
の
組
織
下

に
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
が
「
公
共
図
書
館
の
…
歴
史
に
お
け
る
輝
か
し
い
か
つ
最
良

の
一
頁
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
」。
そ
の
時
期
に
図
書
館
の
長
を

し
て
い
た
の
は
コ
ル
フ
男
爵
で
あ
っ
た
。

　

皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
（
一
八
一
八
―
一
八
八
一
、
在
位
一
八
五
五
―
一
八

八
一
）
は
自
ら
直
接
、
す
ぐ
れ
た
図
書
館
員
を
激
励
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
一

八
六
三
年
年
上
級
図
書
館
員
ソ
ボ
リ
シ
シ
コ
フ
を
「
新
閲
覧
室
開
設
の
労
に
よ
る
褒

賞
」
に
よ
り
六
等
官
に
昇
格
さ
せ
、
上
級
図
書
館
員
ミ
ン
ツ
ロ
フ
、
同
じ
く
上
級
図

書
館
員
ヴ
ァ
リ
テ
ル
に
学
術
調
査
書
を
書
い
た
功
に
よ
り
、
皇
帝
の
謝
意
が
宣
せ
ら

れ
、
下
級
図
書
館
員
ボ
ン
ネ
リ
に
対
し
て
は
、
学
術
著
作
に
よ
り
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

指
輪
が
下
賜
さ
れ
、
製
本
匠
ア
ガ
ツ
に
は
長
年
に
わ
た
る
熱
心
な
働
き
に
対
し
「
聖

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
勲
章
綬
付
金
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
る
栄
光
に
浴
し
た
」。
ロ
シ
ア
帝

国
皇
帝
に
よ
り
図
書
館
職
員
た
ち
に
表
さ
れ
た
皇
帝
の
褒
賞
と
陛
下
の
思
し
召
し

は
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
、
図
書
館
職
員
た
ち
の
精
励
を
促
し
た
。

　

こ
こ
で
明
言
し
て
よ
い
の
は
、
帝
国
公
共
図
書
館
は
国
民
の
国
家
的
共
有
財
産
で

あ
り
、
国
民
の
誇
り
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
八
五
六
年
の
図
書
館
年
次

報
告
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
図
書
館
は
、
あ
る
意
味
、
す
べ
て
の
真
摯
な
知
的
営
み
の
中
心
と
な
っ
た
。
か

つ
当
館
所
蔵
の
書
籍
類
な
し
に
は
、
我
が
国
で
の
大
々
的
な
学
問
的
著
述
の
完
成
は

ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
館
は
、
国
家
施
設
と
し
て
の
意
義
を
得
、
国

民
的
栄
光
の
記
念
碑
と
い
う
従
来
の
性
格
に
加
え
、
知
的
発
展
事
業
の
生
け
る
記
念

碑
と
い
う
、
新
た
な
性
格
を
併
せ
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
」。

　

日
本
使
節
団
の
訪
問
先
推
奨
リ
ス
ト
に
公
共
図
書
館
が
含
ま
れ
た
の
は
、
ま
さ
に

こ
の
理
由
に
よ
る
。
一
九
世
紀
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
政
府
、
そ
し
て
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
二
世
も
個
人
的
に
、「
蒐
集
し
た
非
物
質
的
財
宝
を
一
般
に
開
放
し
、
我
が
国

の
教
養
あ
る
公
衆
の
大
多
数
に
広
め
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
国
民
教
養
全
体
の
拡
大
を

目
指
し
た
」。

　

帝
国
公
共
図
書
館
は
更
に
、
ロ
シ
ア
で
入
手
で
き
る
日
本
関
係
の
印
刷
資
料
を
積

極
的
に
蒐
集
し
た
。
た
と
え
ば
「
箱
館
の
我
が
国
領
事
館
に
勤
務
す
る
Ｉ
・
Ｖ
・
マ

ホ
フ
は
、『
ロ
シ
ア
人
官
吏
か
ら
日
本
人
の
子
供
た
ち
へ
の
贈
り
物　

ロ
シ
ア
文
字
』

と
題
し
た
、日
本
人
の
た
め
の
ロ
シ
ア
文
字
集
を
押
し
型
し
た
木
板［
を
寄
贈
し
た
］。

こ
の
貴
重
な
興
味
深
い
出
版
物
は
一
部
、
す
で
に
そ
れ
以
前
に
マ
ホ
フ
氏
に
よ
り
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
」。【
同
書
は
表
紙
題
箋
に
「
ろ
し
や
の
い
ろ
は　

ル
ス
カ

ヤ
ア
ズ
ブ
カ　

Русская 
А

збука　

ロ
シ
ヤ
ノ
イ
ロ
ハ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
現
在

日
本
で
は
、
通
常
「
ろ
し
や
の
い
ろ
は　

日
本
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
ロ
シ
ア
語
読

本
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
】

　

一
八
六
三
年
、
図
書
館
に
は
「
日
本
か
ら
輸
送
さ
れ
、
民
衆
啓
蒙
大
臣
殿
【г. 

М
инистр народного просвещ

ения

】
の
命
に
よ
り
、
図
書
館
に
移
送
さ
れ
た
」

二
七
三
冊
の
日
本
語
の
本
が
配
架
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
書
物
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
日
本
史
一
五
冊
、
日
本
古
代
史
二
〇
冊
、
最
新
日
本
史
一
〇
冊
、
武
将
一
二
人
列

伝
【И

стория 
двенадцати 

военачальников

】
一
四
冊
、
源
平
合
戦
物
語

【Рассказы
 о военны

х действиях меж
ду домами М

инамото и Тайра

】
二
五

冊
、
二
十
一
王
朝
史
【
二
十
一
史
か
】
五
六
冊
、
平
治
物
語
【
と
思
わ
れ
る
。И

стория 

мирного 
времени 

「
平
和
時
代
史
」。
場
合
に
よ
っ
て
は
平
安
時
代
史
。】
二
巻
四

五
冊
、
源
氏
物
語
【
と
思
わ
れ
る
。Рассказы

 о доме М
инамото

】
六
〇
冊
、
官
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庁
職
員
録
、
年
代
記
、
江
戸
名
所
、
日
本
地
図
二
冊
、
日
本
・
五
ヶ
国
条
約
五
冊
」。

　

ロ
シ
ア
で
は
、
毎
年
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
や
モ
ス
ク
ワ
と
い
っ
た
二
首
都
ば
か
り
で

は
な
く
、
地
方
都
市
で
も
、
一
般
に
公
開
さ
れ
た
図
書
館
の
数
が
増
え
て
い
っ
た
。

一
八
六
〇
年
六
月
二
〇
日
、
ヤ
ロ
ス
ラ
ー
ヴ
リ
で
、
公
共
図
書
館
が
開
設
さ
れ
た
。

そ
の
基
金
に
は
「
当
地
の
貴
族
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
銀
二
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
リ
が

寄
付
さ
れ
た
」。

　

公
共
図
書
館
訪
問
に
つ
い
て
、
歴
史
家
・
宮
永
孝
は
、
福
澤
諭
吉
の
日
記
で
あ
る

『
西
航
記
』、『
福
澤
諭
吉
の
西
航
巡
歴
』
と
い
う
研
究
【
山
口
一
夫
著
、
福
澤
諭
吉

協
会
叢
書
一
九
八
〇
年
】
か
ら
引
用
し
、
簡
単
で
は
あ
る
が
言
及
し
て
い
る
。

　
【
一
八
六
二
年
】
八
月
二
四
日
金
曜
日
、
日
本
使
節
団
を
応
接
し
た
Ｓ
・
シ
ェ
レ

メ
チ
ェ
フ
伯
は
、
帝
室
宮
内
省
儀
典
局
長
【секретарь экспедиции министерства 

императорского 
двора

】
で
あ
る
プ
ラ
ト
ン
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ル
ブ
ツ
ォ

フ
に
通
知
し
た
。「
明
日
土
曜
日
二
時
、
使
節
団
の
一
員
が
公
共
図
書
館
…
を
視
察

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」。
こ
の
指
示
書
に
基
づ
い
て
公
共
図
書
館
に
次
の
よ
う
な
内

容
の
通
知
が
送
ら
れ
た
。

　
「
帝
国
公
共
図
書
館
担
当
官
吏
殿

�　

本
日
八
月
二
五
日
、
午
後
二
時
、
日
本
使
節
団
員
が
図
書
館
訪
問
を
希
望
し
て
い

る
。
本
件
に
付
、
貴
殿
に
【В

ас, М
.Г.

】
謹
ん
で
急
ぎ
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
る
。
必

要
と
思
わ
れ
る
関
係
者
に
こ
の
こ
と
を
お
伝
え
頂
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

　

儀
典
局
長
【С

екретарь Экспедиции

】［
署
名
、
ゴ
ル
ブ
ツ
ォ
フ
］

　

一
八
六
二
年
八
月
二
五
日
」。

　

ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
古
文
書
部
に
は
、
送
ら
れ
た
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
文
書
は
、
上
記
引
用
し
た
文
章
と
本
質
的
に
は
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
若
干
の

細
か
い
違
い
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、
帝
室
宮
内
省
に
残
さ
れ
て
い
る

文
書
で
は
「
貴
殿
」
の
部
分
が
略
表
記
【《М

.Г.

》】
の
み
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
古
文
書
部
に
あ
る
そ
れ
に
は
「
貴
殿
」

【《М
илостивы

й 
Государь

》
と
略
記
で
は
な
い
形
】、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館

の
そ
れ
に
は
「
担
当
官
吏
殿
」【《Г. Д

еж
урному чиновнику

》】、
ま
た
、
ロ
シ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
古
文
書
部
の
そ
れ
に
は
「
官
吏
殿
」【《Господину 

Чиновнику

》】
と
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
図
書
館
に
送
付
さ
れ
た
文
書
で
は
、

相
手
方
へ
の
呼
び
掛
け
に
際
し
て
略
表
記
で
は
な
く
、
よ
り
丁
寧
な
言
い
方
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
図
書
館
長
の
イ
ヴ
ァ
ン
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
・
デ
リ
ャ
ノ
フ
（
一
八

一
八
―
一
八
九
八
、
在
任
期
間
一
八
六
一
―
一
八
八
二
）
は
、「
本
件
を
ソ
ボ
リ
シ

シ
コ
フ
、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
イ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
に
伝
え
る
こ
と
」、
ま
た
他
の
館
員

に
日
本
使
節
団
の
近
々
の
訪
問
お
よ
び
賓
客
の
然
る
べ
き
応
接
に
つ
い
て
伝
え
る
こ

と
と
の
決
裁
を
下
し
た
。
表
書
き
、
宛
名
は
、
鉛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
判
読
困

難
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
一
八
六
四
年
度
の
文
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
フ
ァ
イ

ル
の
中
に
あ
っ
た
た
め
に
、
探
し
出
す
の
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

　

公
共
図
書
館
か
ら
は
早
急
に
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
儀
典
局
か
ら
の
、
帝
国
公
共
図
書
館
担
当
官
吏
宛
て
の
文
書
を
拝
受
致
し
ま
し

た
。
賓
客
方
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ン
ス
カ
ヤ
広
場
［
赤
鉛
筆
で
下
線
、
ク
リ
モ
フ
］

か
ら
正
面
玄
関
に
来
訪
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

　

上
級
図
書
館
員
Ｖ
・
Ｓ
・
…
［【
姓
部
分
の
】
署
名
判
読
不
能
、
ク
リ
モ
フ
］

　

一
八
六
二
年
八
月
二
五
日
」。

　

一
八
六
二
年
の
こ
の
時
期
（
六
月
三
日
か
ら
一
一
月
一
〇
日
）
は
「［
街
の
］
大
火
、

お
よ
び
新
閲
覧
室
の
内
装
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
」
開
館
し
て
い
な
か
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
図
書
館
職
員
た
ち
と
図
書
館
館
長
は
、
賓
客
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
判
断
し
た
。
使
節
団
員
た
ち
が
、
手
稿
部
、
初
版
部
、
刊
本
書
庫
、
複
数
の

閲
覧
室
と
い
う
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
に
従
っ
て
案
内
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な

い
。
こ
の
見
学
は
通
常
二
時
半
か
ら
三
時
ま
で
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
定
期
的
に
希

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）



東京大学史料編纂所研究紀要　第26号　2016年３月　（　 ）128

望
者
全
員
の
一
般
見
学
を
案
内
し
て
い
た
コ
ソ
ヴ
ィ
チ
、
カ
エ
タ
ン
・
ア
ン
ド
レ
エ

ヴ
ィ
チ（
一
八
一
四
―
一
八
八
三
）の
通
常
報
告
書
に
よ
り
確
認
で
き
る
。見
学
に
は
、

帝
国
の
高
位
高
官
や
将
軍
・
提
督
か
ら
、
農
民
ま
で
も
参
加
し
て
い
た
。
グ
ル
ー
プ

は
二
人
か
ら
五
〇
人
ま
で
で
、
集
ま
っ
た
人
数
に
よ
る
。
見
学
後
は
、
図
書
館
長
で

あ
る
モ
デ
ス
ト
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
【
ア
ン
ド
レ
ヴ
ィ
チ
】・
コ
ル
フ
に
報
告
書
が
書

か
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
日
本
使
節
団
図
書
館
見
学
の
報
告
書
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
当

時
館
長
の
交
代
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
が
報
告
文
書
作
成
に
影
響
を
与
え
た
の

だ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
、
当
時
、
図
書
館
は
修
繕
と
増
築
の
た
め
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。

使
節
団
の
施
設
訪
問
に
付
き
、
上
層
部
宛
報
告
文
書
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
が
、
そ
の
よ
う
な
報
告
書
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
排
除
し
き
れ
な
い
。
あ

る
い
は
、
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
で
は
な
く
、
他
の
文
書
館
に
報
告
書
が
保
存
さ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

和
暦
文
久
二
年
八
月
一
四
日
、
日
本
人
た
ち
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ

る
帝
国
公
共
図
書
館
を
訪
れ
た
。
訪
問
者
の
正
確
な
人
数
と
彼
ら
の
名
前
は
今
の
と

こ
ろ
確
定
出
来
て
い
な
い
。
福
澤
諭
吉
は
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に

彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
公
共
図
書
館
を
訪
れ
て
い
る
。
パ
リ
は
、
彼

ら
が
ロ
シ
ア
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
首
都
で
あ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
の
首
都
に
あ
る
公
共
図
書
館
は
福
澤
に
大
き
な
印
象
を
与
え
た
。
福
澤
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
訪
問
ま
で
に
学
ん
だ
の
は
オ
ラ
ン
ダ
語
と
英
語
の
み
だ
っ
た
が
、
そ
の
著
書

『
西
航
記
』
の
中
で
は
、「library

」
と
い
う
英
語
で
は
な
く
「bibliotheques

」

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
の
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
中
で
も
彼
が
特
筆
し
て
い
る

こ
と
は
、
ロ
ン
ド
ン
図
書
館
に
は
八
〇
万
冊
、
パ
リ
図
書
館
に
は
一
五
〇
万
冊
、
そ

し
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都
に
あ
る
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
図
書
館
に
は
九
〇
万

冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
パ
リ
図
書
館
の
書
棚
を
一
列
に
並
べ

る
と
、
七
里
、
あ
る
い
は
一
七
マ
イ
ル
、
あ
る
い
は
二
七
・
四
八
九
㎞
に
な
る
で
あ

ろ
う
と
書
い
て
い
る
（
一
里
は
三
・
九
二
七
㎞
、
ク
リ
モ
フ
注
）。

　
『
西
航
記
』
の
中
で
福
澤
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
図
書
館
を
訪
問
し
た

際
の
様
子
を
極
め
て
簡
潔
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「【
八
月
一
四
日
】
蔵
書
庫

に
出
掛
け
た
。書
籍
数
は
、刊
本【
福
澤
の
表
記
は「
板
本
」】が
九
〇
万
部
、手
稿【
福

澤
の
表
記
は
「
寫
本
」】
が
四
万
部
で
あ
る
。
刊
本
の
う
ち
ロ
シ
ア
で
発
行
さ
れ
た

も
の
だ
け
で
お
よ
そ
六
〇
万
部
あ
る
。古
印
刷
本【инкунабулы

.

福
澤
の
表
記
は「
古

書
」】
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
四
四
〇
年
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
聖
書
が
あ
る
。
こ

れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
古
い
刊
本
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。【
福
澤
の
表
記
は

「
古
書
あ
り
、
千
四
百
四
十
年
獨
逸
出
板
の
經
書
な
り
。
是
歐
羅
巴
最
古
の
板
本
と

云
」】。
夕
刻
に
エ
ラ
ー
ギ
ン
【
福
澤
の
表
記
は
「
エ
ラ
ゲ
ン
」】
島
に
向
か
っ
た
」。

　

彼
の
『
西
航
手
帳
』
の
中
か
ら
、
そ
の
簡
潔
な
記
述
に
も
関
わ
ら
ず
、
補
足
的
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
「
八
月
一
三
日
。
図
書
館
（【
福
澤
の
表
記
は
】「
書
庫
」）。
刊
本
九
〇
万
冊
、
手

稿
【
福
澤
の
表
記
は
「
写
本
」】
四
万
部
。
ロ
シ
ア
、
モ
ス
ク
ワ
で
［【
福
澤
の
表
記

は
】「
モ
ス
コ
ー
に
て
」、
お
そ
ら
く
「
モ
ス
ク
ワ
に
て
」
の
意
味
］、
初
め
て
書
籍

が
印
刷
さ
れ
た
の
は
一
五
六
四
年
、
そ
の
他
に
一
四
九
一
年
［
の
書
籍
が
あ
る
］、
外

国
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
【
福
澤
の
表
記
は
「
板
本
を
造
る
一
五
六
四
／
又
一

四
九
一
此
は
外
國
に
て
／
出
板
」】。
一
四
四
〇
年
、
ド
イ
ツ
で
印
刷
さ
れ
た
ラ
テ
ン

語
の
書
物
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
の
書
籍
で
あ
る
」【
福
澤
の
表
記
は
「
一
四
四

〇
獨
逸
に
て
出
板
／
ラ
テ
ン
語
の
書
此
を
／
歐
州
第
一
の
板
本
／
な
り
と
」】。

　

以
上
が
、
福
澤
諭
吉
が
世
界
最
大
の
一
つ
を
訪
れ
た
際
の
印
象
に
つ
い
て
『
西
航

記
』
の
中
に
書
き
残
し
て
い
る
す
べ
て
で
あ
り
、
情
報
と
し
て
は
微
々
た
る
も
の
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
の
稀
覯
書
に
付
き
記
す
こ
と
を
必
要
と
福
澤
が
み
な
し
た
こ
と
は
興

味
深
い
。
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
最
初
の
印
刷
書
に
関
し
て
は
『
西
航
手
帳
』
の
中
で
言

及
し
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
一
方
で
ロ
シ
ア
語
手
稿
に
つ
い
て
は
何
一
つ
記
さ
れ
て

い
な
い
。
単
に
福
澤
の
興
味
を
引
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
公
刊
さ
れ
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た
日
記
の
文
久
二
年
八
月
一
四
日
付
の
中
で
は
、
第
二
使
節
松
平
石
見
守
の
随
員
で

家
臣
で
あ
る
野
沢
伊
久
太
（
？
―
？
）
も
、
市
川
清
流
（
一
八
二
四
―
？
）
も
図
書

館
訪
問
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

　

日
本
の
思
想
家
は
、
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
流
の
図
書
館

を
互
い
に
比
較
し
て
い
る
【
福
澤
『
西
航
記
』
閏
八
月
三
日
に
記
述
】。
ロ
シ
ア
政

府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図
書
館
を
模
範
に
し
て
、
そ
れ
ら
に
劣
ら
な
い
図
書
館
を
目
指

し
た
。

　

一
八
六
二
年
一
一
月
四
日
に
新
し
い
閲
覧
室
が
開
か
れ
た
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
の
閲
覧
室
と
比
較
し
て
館
長
の
デ
リ
ャ
ノ
フ
は
、「
我
々
の
閲
覧
室
は
そ
れ
ら
を
、

大
英
博
物
館
の
ロ
タ
ン
ダ
を
除
い
て
、そ
の
規
模
、優
雅
さ
、お
よ
び
閲
覧
者
に
と
っ

て
の
利
便
性
と
い
う
点
で
凌
駕
し
て
い
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。
閲
覧
室
の
建
造
は

上
級
図
書
館
員
で
建
築
家
の
Ｖ
・
Ｉ
・
ソ
ボ
リ
シ
シ
コ
フ
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、

彼
は
一
流
の
図
書
館
建
築
、
特
に
閲
覧
室
を
実
際
に
知
る
た
め
に
特
別
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
出
掛
け
た
。

　
「
ホ
ー
ル
お
よ
び
閲
覧
室
の
机
の
上
、
受
付
台
、
さ
ら
に
閲
覧
室
の
両
側
の
片
蓋

柱
に
、
円
筒
形
の
五
〇
個
の
灯
り
が
毎
日
点
い
て
お
り
、
通
常
の
ガ
ス
燈
火
に
比
し

て
三
倍
の
ガ
ス
を
必
要
と
す
る
。
更
に
、
書
棚
、
小
階
段
、
婦
人
室
な
ど
に
も
普
通

の
照
明
具
が
二
〇
個
あ
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
照
明
の
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間

あ
た
り
七
〇
コ
ペ
イ
カ
以
下
で
収
ま
っ
て
い
る
」。

　

な
お
、
日
本
の
使
節
団
た
ち
は
図
書
館
の
ガ
ス
燈
を
十
分
に
評
定
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
訪
問
は
図
書
館
の
開
館
前
で
あ
っ
た
の
で
、
暗
い
時
間
帯
に

鮮
や
か
な
光
で
照
ら
さ
れ
た
閲
覧
室
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
人
た
ち
は
、
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
社
会
に
と
り
、
帝
国
公
共
図
書
館
が
国
内
の

他
の
公
共
図
書
館
の
模
範
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
、
そ
の
持
つ
意
味
の
す
べ
て
を
感

じ
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
図
書
館
を
西
欧

で
見
た
も
の
と
比
べ
た
の
み
で
、
同
図
書
館
の
前
史
、
ロ
シ
ア
社
会
に
お
け
る
そ
の

役
割
を
十
分
に
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

ロ
マ
ノ
フ
家
の
代
々
の
主
で
あ
る
皇
帝
や
女
帝
は
、
啓
蒙
の
進
展
の
た
め
、
全
国

に
図
書
館
を
創
る
べ
く
、
金
銭
の
寄
付
、
手
稿
や
刊
本
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

寄
付
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
こ
と
を
し
、
身
を
以
て
貴
族
階
級
に
範
を
示
し
た
。
例

え
ば
、
海
軍
士
官
た
ち
は
、
海
軍
少
尉
Ｋ
・
Ｎ
・
マ
チ
ュ
ウ
シ
キ
ン
の
発
意
で
、
読

み
書
き
の
出
来
る
水
兵
た
ち
に
配
布
す
る
た
め
の
本
を
私
費
で
購
入
し
、
一
八
六
〇

年
一
一
月
一
日
に
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ク
リ
ュ
コ
フ
兵
舎
の
建
物
の
中
に
、

最
初
の
水
兵
図
書
館
を
創
設
し
た
。
海
軍
庁
【М

орское ведомство

】
は
彼
ら
の
発

意
を
奨
励
し
、
折
り
に
ふ
れ
て
財
政
援
助
を
し
た
。

　

一
八
六
一
年
七
月
一
日
に
は
同
図
書
館
所
蔵
の
本
は
一
五
一
七
冊
に
ま
で
な
っ

た
。
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
図
書
館
が
実
質
的
に
は
海
軍
士
官
た

ち
の
資
金
で
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
帝
国
公
共
図
書
館
長
Ｍ
・

Ａ
・
コ
ル
フ
は
重
複
本
七
九
点
を
水
兵
図
書
館
に
分
与
し
た
。
政
府
、
皇
帝
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
二
世
は
一
八
六
三
年
初
め
、海
軍
少
尉
Ｋ
・
Ｎ
・
マ
チ
ュ
ウ
シ
キ
ン
の「
下

級
兵
士
へ
の
読
み
書
き
指
導
お
よ
び
図
書
館
創
設
」
の
功
に
対
し
聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ

三
等
勲
章
を
授
与
し
た
。
一
八
九
四
年
初
め
に
は
、
同
図
書
館
が
所
蔵
す
る
本
は
四

〇
三
九
冊
に
な
っ
た
。
す
べ
て
の
階
級
の
人
々
が
利
用
で
き
る
こ
の
よ
う
な
新
し
い

公
共
図
書
館
創
設
の
波
は
全
国
に
波
及
し
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
の
速
さ

で
、
多
く
の
大
衆
の
思
考
様
式
を
変
え
て
い
き
、
そ
れ
に
よ
り
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二

世
時
の
急
速
な
経
済
発
展
の
土
壌
を
準
備
し
、
強
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

動
き
の
大
元
に
い
た
が
ロ
マ
ノ
フ
家
の
代
々
の
主
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
訪
問

　

ま
ず
最
初
に
、
こ
の
海
軍
要
塞
創
設
の
歴
史
を
簡
単
に
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

「
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
」
と
い
う
地
名
は
、K

rone

（
王
冠
）
とStadt

（
都
市
）
と

い
う
二
つ
の
ド
イ
ツ
語
の
語
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
要
塞
都
市
は
、
バ

（
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ル
ト
海
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
の
コ
ト
リ
ン
島
と
そ
の
付
近
の
小
島
に
置
か
れ
て
い
る
。

堰
が
建
造
さ
れ
た
一
九
八
三
年
以
前
は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
は
船
で
行
く
し
か

手
段
が
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
、
同
要
塞
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
歴
史
的
中
核
を

な
す
構
成
部
分
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
。
要
塞
構

築
が
始
ま
っ
た
の
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
新
し
い
首
都
が
建
設
さ
れ
る
と
ほ
ぼ
同
時
で

あ
っ
た
。
最
初
の
堡
塁
が
作
ら
れ
た
の
は
一
七
〇
四
年
で
あ
る
。
要
塞
は
一
七
〇
四

年
五
月
七
（
一
八
）
日
、
当
初
は
「
ク
ロ
ン
シ
ロ
ッ
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
た
（
オ
ラ

ン
ダ
語
のK

ronslot�

「
王
冠
の
城
」）。
本
来
の
ク
ロ
ン
シ
ロ
ッ
ト
は
最
初
の
要
塞
施

設
で
、
コ
ト
リ
ン
島
の
南
側
の
浅
瀬
に
作
ら
れ
た
堡
塁
で
あ
っ
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
一

世
は
一
七
二
三
年
一
〇
月
七
日
（
一
八
日
）
に
島
へ
の
大
規
模
な
要
塞
構
築
に
着
手

し
た
。「
…
こ
の
要
塞
は
、
す
べ
て
の
都
市
機
能
と
港
湾
施
設
を
備
え
、
全
方
面
か

ら
の
防
衛
に
役
立
つ
も
の
と
な
ろ
う
」。
こ
の
時
点
で
こ
の
町
は
、
現
在
親
し
ま
れ

て
い
る
「
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
」
と
い
う
名
称
と
な
っ
た
。

　

ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
に
始
ま
り
歴
代
の
皇
帝
は
、
そ
の
戦
略
的
位
置
に
鑑
み
ク
ロ
ン

シ
ュ
タ
ッ
ト
に
特
別
の
配
慮
を
示
し
て
き
た
。
海
軍
の
要
塞
は
帝
国
の
首
都
を
確
実

に
守
っ
て
き
た
。

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
投
錨
地
、
そ
し
て
ク
ロ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
要
塞
そ
の
も
の
を
も
し
ば
し
ば
訪
れ
た
。【
一
八
六
二
年
】
七
月
、
皇
帝
は
、

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
極
東
か
ら
帰
着
し
た
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
号
を
訪
問
し
た
。
皇

帝
が
特
に
興
味
を
示
し
た
の
は
、遠
洋
航
海
か
ら
艦
長
が
持
ち
帰
っ
た
珍
し
い
品
々
、

「
日
本
と
中
国
の
思
い
出
の
品
で
、
あ
ら
ゆ
る
装
飾
小
物
と
小
さ
な
像
が
ぎ
っ
し
り

と
詰
ま
っ
た
魅
惑
的
な
日
本
風
の
棚
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
皇
帝
と
皇
太
子
が
魅

せ
ら
れ
た
の
は
「
亡
き
皇
太
后
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ
【
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
二
世
の
母
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
妻
】
の
皇
帝
旗
を
掲
げ
た
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス

ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
号
の
螺
鈿
絵
付
き
の
日
本
机
で
あ
っ
た
。
こ
の
螺
鈿
は
、
ニ
ー
ス
で

描
か
れ
た
同
艦
の
写
生
画
を
元
に
日
本
人
が
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
驚
く

ほ
ど
正
確
に
模
写
し
、
素
晴
ら
し
い
机
が
出
来
た
の
で
あ
る
」。
八
月
だ
け
で
も
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
は
海
軍
基
地
を
数
回
訪
れ
た
。
八
月
二
日
、
皇
帝
は
、
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
英
国
女
王
（
一
八
一
九
―
一
九
〇
一
、
在
位
一
八
三
七
―
一
九
〇
一
）
の
第

二
子
【
次
男
だ
が
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
は
第
四
子
】
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
子
一
八
四

四
―
一
九
〇
〇
）
を
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
案
内
し
た
が
、
王
子
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

に
や
っ
て
来
た
の
は
、
日
本
使
節
団
が
訪
れ
た
の
と
同
じ
日
で
あ
っ
た
。「
皇
帝
は

…
港
と
投
錨
地
を
ご
訪
問
遊
ば
さ
れ
た
。
皇
帝
は
蒸
気
ヨ
ッ
ト
艦
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
号
で
午
後
二
時
半
に
お
着
き
に
な
ら
れ
た
。
王
子
に
は
皇
帝
陛
下
が
ご
同
行
な
さ

れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
号
に
は
皇
帝
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
蒸
気
艦
ス
ト
レ
リ
ナ
号

が
皇
帝
の
ヨ
ッ
ト
艦
の
後
か
ら
続
い
た
」。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
が
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
王
子
を
案
内
し
た
場
所
が
、
後
に
日
本
使
節
団
が
訪
れ
た
場
所
と
同
じ
で
あ
っ
た

こ
と
に
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
、
外
国
の
客
を
案
内
す

る
ル
ー
ト
が
お
そ
ら
く
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
町
で
皇
帝
が
若
い
王
子
に
見
せ
て
廻
っ
た
の
は
、
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
号
を
建
造
中
で
あ
っ
た
ド
ッ
ク
工
廠
【доковое 

адмиралтейство

】、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
（
湿
ド
ッ
ク
）【мокры

й док.

浮
き
ド
ッ
ク

の
可
能
性
も
（「
欧
行
記
」『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
第
三
巻
三
〇
三
頁
）】、
蒸
気
船
工

場
、
海
軍
病
院
で
あ
っ
た
。
工
場
で
皇
帝
は
一
時
間
以
上
滞
在
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
い

建
物
の
す
べ
て
の
場
所
を
見
て
回
っ
た
。
蒸
気
船
工
場
か
ら
皇
帝
一
行
は
オ
ラ
ニ
エ
ン

バ
ウ
ム
埠
頭
に
向
か
い
、
そ
こ
で
は
蒸
気
ヨ
ッ
ト
艦
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
号
が
待
機
し

て
い
た
。
そ
の
後
皇
帝
は
王
子
と
共
に
小
投
錨
地
を
見
学
、
ク
ペ
イ
チ
ェ
ス
カ
ヤ
埠
頭

の
門
の
傍
を
通
り
過
ぎ
、「
メ
ニ
シ
コ
フ
公
爵
」
堡
塁
と
投
錨
地
に
行
っ
た
」。

　

一
八
六
二
年
八
月
一
一
日
皇
帝
は
皇
太
子
と
共
に
東
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
投
錨
地

を
訪
れ
、「
最
近
、
東
大
洋
［
太
平
洋
、
ク
リ
モ
フ
］
か
ら
戻
っ
て
来
た
ク
リ
ッ
パ
ー

艦
ス
ト
レ
ロ
ー
ク
号
と
、
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
か
ら
到
着
し
た
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

ソ
ロ
ム
バ
ラ
号
を
訪
問
し
た
」。

（
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ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
軍
艦
の
基
地
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
港
で
は
商
船

の
往
来
も
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
一
八
六
二
年
に
は
「
航
行
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
九

月
一
七
日
ま
で
に
、
港
に
は
蒸
気
船
二
五
九
隻
、
帆
船
一
五
七
八
隻
が
来
航
し
、
蒸

気
船
二
三
七
隻
、
帆
船
一
一
七
〇
隻
が
出
航
し
て
行
っ
た
」。

　

日
本
使
節
団
が
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
初
め
て
目
に
し
た
の
は
、
海
軍
基
地
の
投

錨
地
に
ス
メ
ー
ル
イ
号
が
到
着
し
た
時
で
、
八
月
一
日
付
の
首
都
の
新
聞
『
サ
ン
ク

ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知
』【“С

анкт-П
етербургские 

ведомости”

】
が
伝
え
て

い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
七
月
二
七
日
の
「
午
後
九
時
過
ぎ
…
ス
ヴ
ィ
ネ
ム
ン
デ
か

ら
」
で
あ
っ
た
。
同
日
午
後
二
時
、
大
砲
八
六
門
装
備
ス
ク
リ
ュ
ー
艦St.�George

号
に
乗
艦
し
、
英
国
王
子
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
が
、
大
砲
一
七
門
装
備
ス
ク
リ
ュ
ー
艦

Chanticleer

号
に
護
衛
さ
れ
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
投
錨
地
に
到
着
し
た
。
晴

天
で
、
投
錨
地
に
停
泊
し
て
い
た
ロ
シ
ア
の
艦
船
は
、
英
国
女
王
陛
下
の
誕
生
日
を

祝
い
、
旗
で
満
艦
飾
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
投
錨
地
は
「
何
時
に
な
く
華

や
か
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
」。
翌
日
の
七
月
二
八
日
一
二
時
、
日
本
使
節
団
は
蒸

気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
ル
イ
号
か
ら
宮
廷
付
き
の
蒸
気
船
ス
ト
レ
リ
ナ
号
に
乗
り

替
え
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
向
か
っ
た
。
一
行
の
荷
物
は
前
も
っ
て
二
隻

の
蒸
気
船
ス
ラ
ヴ
ャ
ン
カ
号
と
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
号
で
運
ば
れ
た
。

　

一
ヶ
月
後
、
日
本
使
節
団
の
代
表
者
た
ち
に
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
時
、
英
国
艦
隊

の
攻
撃
か
ら
ロ
シ
ア
の
首
都
の
安
全
を
守
っ
た
海
軍
基
地
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を

い
っ
そ
う
詳
細
に
知
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
使
節
団
に
よ
る
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
特

に
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
訪
問
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
歴
史
研
究
者
た
ち
に
よ
る
論
考

が
既
に
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
へ
の
最
初
の
日
本
使
節
団
と
い
う
テ
ー
マ
に
早
い
時
期
に

取
り
組
ん
だ
一
人
に
保
田
孝
一
が
い
る
。
鈴
木
健
夫
は
、
一
八
六
二
年
九
月
四
日
付

の
『
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知
』
第
一
二
二
号
【
第
一
九
二
号
】
の
記
事
（
海

軍
士
官
た
ち
の
手
に
な
る
現
地
の
新
聞
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
通
報
』
の
報
道
を
転

載
し
た
）
に
基
づ
き
、
コ
ト
リ
ン
島
へ
の
日
本
人
た
ち
の
訪
問
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
日
本
の
歴
史
研
究
者
に
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
新
聞
報
道

が
す
べ
て
、
省
略
さ
れ
ず
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
他
の
文
書
お
よ
び
新
聞

資
料
も
取
り
込
ん
で
あ
る
。

　

使
節
団
の
後
見
人
で
、
全
行
事
と
会
見
を
組
織
し
た
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
伯
爵
は
、

八
月
二
九
日
、
ロ
シ
ア
帝
国
外
務
省
ア
ジ
ア
局
の
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
イ
ギ
リ
ス
海

岸
通
り
の
船
着
き
場
で
、
午
前
一
〇
時
、
蒸
気
船
イ
リ
メ
ニ
号
が
「
日
本
使
節
団
の

士
官
た
ち
」を
コ
ト
リ
ン
島
に
送
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
る
と
通
知
し
て
い
る
。Ｐ
・

Ｐ
・
ゴ
ル
ブ
ツ
ォ
フ
が
使
節
団
の
出
発
の
設
定
を
し
た
。

　
　

重
要
【Н

уж
ное　

下
線
は
原
文
】

　
　

プ
ラ
ト
ン
・
プ
ラ
ト
ノ
ヴ
ィ
チ
殿
【М

илостивы
й Государь

】

　
　

�　

海
軍
省
長
官
殿
の
許
可
を
得
、
日
本
使
節
団
の
士
官
た
ち
を
ク
ロ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
に
送
り
届
け
る
た
め
、
明
朝
一
〇
時
、
イ
ギ
リ
ス
海
岸
通
り
に
蒸
気
船

イ
リ
メ
ニ
号
を
準
備
す
る
と
共
に
、
使
節
団
の
同
行
者
と
し
て
、
海
軍
省
長
官

付
の
ヴ
ェ
レ
シ
シ
ャ
ー
ギ
ン
海
軍
少
佐
を
任
命
す
る
こ
と
を
謹
ん
で
お
知
ら
せ

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

貴
殿
へ
の
心
か
ら
の
尊
敬
と
忠
節
の
念
を
込
め
て

　
　

第
一
一
一
七
五
号

　
　

一
八
六
二
年
八
月
二
八
日

　
　

Ｐ
・
Ｐ
・
ゴ
ル
ブ
ツ
ォ
フ
殿
へ

　
　

貴
殿
の
従
順
な
る
僕
よ
り

　
　
［
シ
ェ
レ
メ
チ
ェ
フ
の
書
名
］」

　

八
月
二
九
日
（
文
久
二
年
八
月
一
五
日
）
水
曜
日
、
正
午
に
、
使
節
団
の
う
ち
一

九
名
が
蒸
気
船
イ
リ
メ
ニ
号
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
到
着
し

（
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た
。
第
一
使
節
タ
ケ
ウ
チ
・
シ
モ
ダ
・
ノ
・
カ
ミ
【Такеути С

имода-но ками

】

と
通
訳
の
フ
ク
ジ
・
ジ
ェ
ン
・
イ
ツ
ィ
ロ
【Ф

укудзи Ж
ень-И

циро

】
は
、「
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
と
そ
の
近
郊
の
見
学
が
休
む
こ
と
な
く
続
い
た
こ
と
か
ら
の
疲
労
の
た
め
」、

『
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知
』【С

анктпетербургские ведомости

】
の
通

信
員
た
ち
の
提
案
に
よ
り
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
残
っ
た
。【
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
向

か
っ
た
一
九
人
の
う
ち
】
名
前
が
判
っ
て
い
る
の
は
三
人
で
あ
る
。
福
澤
諭
吉
、
益

頭
駿
次
郎
（
一
八
二
〇
／
二
九
？
―
一
九
〇
〇
）、
淵
辺
徳
蔵
（
？
―
？
）。
使
節
団

に
同
行
し
た
の
は
、
海
軍
省
か
ら
ヴ
ェ
レ
シ
シ
ャ
ー
ギ
ン
海
軍
少
佐
、
外
務
省
か
ら

は
ロ
マ
ン
と
ヴ
ォ
リ
フ
の
二
氏
で
あ
る
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
側
で
使
節
団
を
迎
え

案
内
し
た
の
は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
軍
令
部
副
官
【адъю

тант 
ш

таба 

К
ронш

татского 
порта

】
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐
、
彼
は
日
本
人
た
ち
が
ド

イ
ツ
の
ス
ヴ
ィ
ネ
ム
ン
デ
か
ら
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー

ル
イ
号
で
移
動
し
た
際
の
同
行
者
で
、
日
本
人
た
ち
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
福
澤

諭
吉
は
、
ス
ヴ
ィ
ネ
ム
ン
デ
か
ら
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
海
上
移
動
し
た
時
に
ス

メ
ー
ル
イ
号
上
で
ロ
シ
ア
の
海
軍
士
官
と
知
己
を
得
た
が
、『
西
航
手
帳
』
の
中
で

彼
の
名
前
を
ロ
ー
マ
字
で
「A

djutant�
Capitaine�

Lietenant�
Basile�

M
a-

jaiskij

」
と
記
し
て
い
る
（
七
月
七
日
付
）。
名
前
の
部
分
で
は
、「
ｖ
」
音
を
「
ｂ
」

と
書
く
日
本
人
に
よ
く
あ
る
間
違
い
が
見
ら
れ
、「V

asilij

」
で
は
な
く
「Basilij
」

と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
軍
令
部
先
任
副
官
【старш

ий 

адъю
тант ш

таба К
ронш

татского порта

】
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ヴ
ァ
シ
リ
エ
ヴ
ィ

チ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
共
に
日
本
に
行
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
の
従
兄
弟
で
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

で
日
本
の
客
を
案
内
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
人
た
ち
は
ス
プ
リ
ン
グ
付
四
輪
幌
付
馬
車
と
無
蓋
馬
車
で
島
内
を
移
動
し

た
。
彼
ら
は
蒸
気
船
工
場
に
案
内
さ
れ
た
。
彼
ら
が
訪
問
し
た
時
は
工
場
内
で
仕
事

は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
祝
日
に
当
た
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
各
作
業
所
は
す
べ
て
錠
が
開
け
ら
れ

て
お
り
、
日
本
人
た
ち
は
格
段
の
注
意
は
も
っ
て
巨
大
な
機
械
や
様
々
な
作
業
台
を

見
て
回
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
兵
器
庫
と
雛
型
室
に
案
内
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
彼

ら
は
特
に
注
意
を
引
い
た
も
の
す
べ
て
に
つ
い
て
書
き
留
め
、
図
を
描
い
て
い
た
。

そ
こ
を
出
た
後
、
彼
ら
は
小
型
船
艇
で
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
埠
頭
か
ら
メ
ニ
シ
コ
フ
堡

塁
に
向
か
い
、
そ
こ
で
蒸
気
船
イ
リ
メ
ニ
号
に
乗
り
換
え
て
、
軍
艦
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ

一
世
号
【
艦
種
は
装
甲
戦
艦
（Броненосец

）】
を
見
学
す
る
た
め
に
大
投
錨
地
に

向
か
っ
た
。
日
本
人
た
ち
は
、
き
わ
め
て
具
合
の
よ
く
な
い
衣
服
の
ま
ま
一
〇
〇
門

装
備
の
軍
艦
の
タ
ラ
ッ
プ
の
昇
り
降
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
衣
服

で
よ
く
も
う
ろ
た
え
な
か
っ
た
も
の
だ
と
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
艦
の
す
べ
て
の
甲

板
を
周
り
、
艦
の
壮
大
さ
に
驚
い
た
彼
ら
は
、
同
じ
ル
ー
ト
で
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
埠

頭
に
戻
り
、
そ
こ
か
ら
ゴ
ス
ポ
ド
ス
カ
ヤ
通
り
を
経
て
、
海
軍
ク
ラ
ブ
【бморское 

собрание

】
と
図
書
館
に
行
っ
た
。
ク
ラ
ブ
で
日
本
人
の
目
を
奪
っ
た
の
は
華
麗
な

舞
踏
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
図
書
館
で
彼
ら
は
日
本
語
書
籍
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は

目
に
し
、
故
国
か
ら
運
ば
れ
た
そ
の
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
た
時
、
彼
ら
の
浅

黒
い
顔
が
輝
い
た
で
あ
ろ
う
さ
ま
は
特
筆
に
価
す
る
。

　

海
軍
ク
ラ
ブ
の
後
、
日
本
人
た
ち
は
ド
ッ
ク
工
廠
を
見
学
し
、
そ
こ
か
ら
、「
夏

の
園
」
に
あ
る
ク
ラ
ブ
の
「
夏
の
館
」
で
の
朝
食
に
出
掛
け
た
。
四
時
間
に
及
ぶ
休

み
の
な
い
行
動
の
後
だ
け
に
彼
ら
は
喜
ん
で
食
卓
に
つ
き
、
旺
盛
な
食
欲
で
食
べ
か

つ
飲
ん
だ
。
彼
ら
が
特
に
気
に
入
っ
た
の
は
シ
ャ
ン
パ
ン
で
、
他
の
酒
類
よ
り
も
好

ん
だ
。

　

夕
刻
六
時
に
日
本
人
た
ち
は
、
好
奇
の
群
衆
に
見
送
ら
れ
、
蒸
気
船
イ
リ
メ
ニ
号

で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
っ
た
」。

　

九
月
一
九
日
付
の
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
通
報
』【К

ронш
тадтский вестник

】

は
、
日
本
使
節
団
の
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
訪
問
を
再
び
取
り
上
げ
て
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。「
彼
ら
は
我
々
の
町
や
投
錨
地
が
誇
れ
る
も
の
す
べ
て
を
見
学
し
た
。
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蒸
気
船
工
場
、
兵
器
庫
、
堡
塁
の
う
ち
の
一
つ
、
軍
艦
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
号
、
海

軍
ク
ラ
ブ
と
図
書
館
、
そ
し
て
そ
の
行
程
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
公
共
庭
園

【общ
ественны

й сад

】
の
中
で
、
こ
の
夏
に
出
来
上
が
っ
た
館
、
あ
る
い
は
「
夏

の
ク
ラ
ブ
」
の
東
屋
で
朝
食
を
と
っ
た
。
庭
園
に
は
好
奇
心
を
持
っ
た
人
た
ち
が
沢

山
集
ま
っ
た
。
日
本
人
た
ち
は
「
夏
の
園
」
を
散
歩
し
た
が
、
平
日
と
し
て
は
、
我

が
国
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
極
め
て
稀
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
朝
食
の
席

に
は
酒
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
意
さ
れ
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
の
瓶
の
栓
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
開

け
ら
れ
た
。
そ
し
て
日
本
人
た
ち
は
極
め
て
上
機
嫌
で
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
後
に

し
た
。
彼
ら
は
子
供
や
若
い
女
性
が
好
き
で
、
子
供
た
ち
に
手
を
差
し
伸
べ
て
可
愛

が
り
、ま
た
若
い
女
性
に
は
何
か
言
葉
を
掛
け
、優
し
い
目
を
向
け
て
い
た
の
を
我
々

は
こ
の
目
で
見
た
。
日
本
人
の
一
人
が
、
大
き
な
並
木
道
を
通
っ
た
時
に
、
ベ
ン
チ

に
腰
掛
け
て
い
た
ご
婦
人
方
に
向
か
っ
て
実
に
は
っ
き
り
と
「“bon�

jour,�
m
es-

dam
es!�Com

m
ent�vous�portez-vous?”

」【「
こ
ん
に
ち
は
、
皆
さ
ん
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
」】
と
言
っ
た
の
が
聞
こ
え
た
。
ま
た
別
の
一
人
は
、
一
人
の
若

い
ご
婦
人
に
目
を
遣
り
な
が
ら
、「
エ
ピ
ヨ
カ
・
ム
ス
メ
」（「
な
ん
と
素
敵
な
娘
さ

ん
な
こ
と
か
」
の
意
味
）
と
数
回
繰
り
返
し
た
の
を
耳
に
し
た
。
こ
の
言
葉
は
我
々

を
し
て
、
女
性
に
対
す
る
日
本
人
の
好
み
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
そ
れ
と
何
ら
変
わ
ら

な
い
こ
と
を
結
論
づ
け
さ
せ
た
。「
エ
ピ
ヨ
カ
」
と
言
わ
れ
た
女
性
は
事
実
非
常
に

魅
力
的
な
容
貌
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
」。

　

日
本
使
節
団
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
投
錨
地
を
見
学
し
た
。
事
情
に
通
じ
て
い
な

い
者
に
は
理
解
出
来
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
一
八
五
九
年
以
来
の
各
港
湾
の
大
規
模

な
海
底
削
深
工
事
が
完
遂
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
工
事
が
行
わ
れ
た
目
的
は
、「
越
冬

に
向
け
、
最
大
級
の
艦
船
を
…
安
全
に
停
泊
さ
せ
る
可
能
性
」
を
得
る
た
め
で
、「
掘

り
出
さ
れ
た
底
土
は
、
一
八
五
九
年
に
六
・
八
六
三
立
方
サ
ー
ジ
ェ
ン
、
一
八
六
〇

年
に
二
〇
・
〇
一
二
立
方
サ
ー
ジ
ェ
ン
、（
総
計
）
二
六
・
八
七
五
立
方
サ
ー
ジ
ェ

ン
で
あ
っ
た
」。

　

日
本
人
た
ち
も
自
分
の
日
記
の
中
で
短
い
記
述
を
残
し
て
い
る
。
市
川
清
流
（
渡

の
名
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、第
二
使
節
で
あ
る
松
平
石
見
守
の
随
員（
＝
家
来
））は
、

八
月
一
七
日（
グ
リ
ゴ
リ
オ
暦
九
月
一
〇
日
）付
で
、残
念
な
が
ら
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
行
き
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
彼
は
人
伝
え
に
聞
い
た
こ
と

と
し
て
、
使
節
団
は
、「
製
作
所
」（
お
そ
ら
く
、
蒸
気
船
工
場
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、

ク
リ
モ
フ
）、
堡
塁
、
兵
器
庫
、
造
船
ド
ッ
ク
（「
造
船
場
」）
の
見
学
に
出
掛
け
た
、

と
書
い
て
い
る
。
彼
ら
は
ド
ッ
ク
や
工
場
の
規
模
に
目
を
見
張
っ
た
。
投
錨
地
に
は

数
隻
の
軍
艦
が
い
た
。
そ
し
て
最
も
大
き
な
戦
艦
に
上
が
っ
た
。
幅
は
一
八
フ
ィ
ー

ト
（「
お
よ
そ
八
間
」
＝
一
四
・
四
八
ｍ
）、
長
さ
は
二
三
三
フ
ィ
ー
ト
（「
お
よ
そ
三

八
間
」
＝
六
八
・
七
二
ｍ
）、
大
砲
は
四
つ
の
甲
板
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
下
の
二

つ
の
甲
板
は
水
兵
た
ち
が
占
め
て
い
る
。
軍
艦
に
は
全
部
で
五
つ
の
甲
板
が
あ
る
。

島
に
は
要
塞
が
数
カ
所
あ
り
、
島
を
取
り
囲
む
海
に
は
堡
塁
が
五
つ
あ
る
が
、
そ
れ

ら
は
大
砲
を
装
備
し
て
い
て
、そ
の
総
数
は
五
、〇
〇
〇
に
及
ぶ
。ま
た
兵
器
庫（「
武

器
庫
」）
を
訪
れ
た
。
市
川
は
、
兵
器
庫
に
は
訳
一
五
、
〇
〇
〇
丁
の
新
型
の
銃
、

六
〇
、
〇
〇
〇
丁
の
火
打
式
銃
【
市
川
は
「
石
製
」
と
表
現
】、
大
量
の
様
々
な
刀

剣
類
が
保
存
さ
れ
て
い
る
、
と
記
し
て
い
る
。
更
に
彼
に
よ
っ
て
、
港
と
島
と
い
う

の
は
自
然
が
生
み
出
し
た
天
然
の
要
害
施
設
で
、
世
界
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
戦
略
的
要
塞
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
【
市

川
は
「
此
港
は
即
是
世
上
に
有
名
勝
形
の
天
嶮
當
國
に
在
り
て
は
實
に
咽
喉
の
要
地

最
如
此
嚴
備
無
る
可
か
ら
ざ
る
所
な
り
」
と
記
し
て
い
る
】。
午
後
日
本
使
節
団
は

写
真
館
に
行
き
、
そ
こ
で
写
真
に
写
っ
た
。
市
川
が
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
訪
れ

た
日
本
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
記
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
彼
の

日
記
に
は
戦
列
艦
【линейны

й 
корабль

「
戦
列
艦
」「
主
力
艦
」】
の
名
称
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
臣
民
に
と
っ
て
「
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
」

号
の
名
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

福
澤
諭
吉
は
、『
西
航
記
』
の
文
久
二
年
八
月
一
七
日
付
の
部
分
に
興
味
深
い
記
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述
を
残
し
て
い
る
。「
我
々
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
向
か
っ
た
。ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
は
、
ネ
ヴ
ァ
川
の
河
口
に
位
置
し
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
北
西
五
里

の
と
こ
ろ
に
あ
る
大
き
く
な
い
島
で
あ
る
［「
一
里
」
は
三
九
七
二
ｍ
、
ク
リ
モ
フ
］。

ネ
ヴ
ァ
川
は
水
深
が
浅
く
、
大
型
船
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
直
接
接
岸
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
軍
艦
も
商
船
も
、
喫
水
が
一
〇
尺
［
三
ｍ
三
九
㎝
、
ク
リ
モ

フ
］
以
上
の
船
は
す
べ
て
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
停
泊
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
所

は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
と
っ
て
重
要
な
戦
略
拠
点
で
、
多
く
の
堡
塁
が

構
築
さ
れ
、
そ
こ
に
は
数
百
門
の
大
砲
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
島
に
は
税
関

［「
運
上
所
」］、
製
鉄
工
場
［
お
そ
ら
く
、
蒸
気
船
工
場
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
ク
リ

モ
フ
］
が
あ
る
」。
福
澤
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
、
工
場
の
設
備
は
他
の
国
で
見
た
も

の
と
変
わ
ら
な
い
。
蒸
気
船
工
場
と
い
う
名
称
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
も
の
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
工
場
は
幾
つ
か
の
大
作
業
所
を
統
合
し
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
「
蒸
気
船
工
場
の
建
設
計
画
を
作
成
す
る
際
に
、
幾
つ
か
の
異
な
っ
た
工
場
を
合

体
し
一
括
管
理
す
る
か
た
ち
に
す
る
こ
と
と
い
う
命
令
が
出
さ
れ
た
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
り
、
工
場
管
理
が
大
幅
に
簡
素
化
し
、
作
業
そ
の
も
の
も
よ
り
効
率
的
に
行

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
原
則
の
下
に
作
ら
れ
た
『
蒸

気
船
工
場
』
に
含
ま
れ
て
い
る
主
な
工
場
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
一
）
鋳

造
工
場
（
二
）
罐
工
場
（
三
）
機
械
工
場
な
ど
…
」。

　

海
軍
工
廠
に
は
、修
理
の
た
め
の
大
型
艦
を
何
隻
か
収
容
で
き
る
ド
ッ
ク
が
あ
る
。

ド
ッ
ク
へ
は
渠
門
か
ら
艦
船
を
引
き
入
れ
、
渠
門
の
扉
を
閉
め
て
水
を
機
械
で
汲
み

出
し
、
船
底
を
検
査
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
ド
ッ
ク
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
指

導
の
下
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
ッ
ク
で
日
本
人
た
ち
は
、労
働
者
が「
八
〇
〇
馬
力
の
ス
ク
リ
ュ
ー
式
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
号
の
建
造
」
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
出

来
た
。

　
「
材
料
は
樫
材
、
…
卸
価
格
が
六
十
六
万
九
千
五
百
七
十
八
ル
ー
ブ
ル
の
銅
の
固

定
部
と
覆
い
の
他
は
、
請
負
業
者
か
ら
の
納
入
材
料
で
あ
る
。
機
械
部
は
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
の
工
場
主
ベ
ル
ド
に
発
注
さ
れ
た
。
建
造
に
当
た
っ
て
は
、
港
湾
局

【портовое Н
ачальство

】
か
ら
、
原
材
料
の
良
質
性
、
個
々
の
部
分
の
仕
上
げ
の

入
念
さ
、
接
合
部
の
堅
牢
さ
に
対
し
、
最
大
限
の
配
慮
と
監
視
が
向
け
ら
れ
た
」。

　

福
澤
は
、『
西
航
手
帳
』
の
八
月
一
七
日
付
の
中
で
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
訪
問
に

言
及
し
て
い
る
。
中
で
も
彼
は
、
兵
器
庫
に
一
万
二
千
丁
の
新
型
「
ラ
イ
フ
ル
小
銃
」

の
他
に
六
万
丁
の
小
銃
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
日
本
の
客
が
戦
列
艦
「
皇
帝
ニ

コ
ラ
イ
号
」
を
訪
問
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（「
大
き
な
戦
艦
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
号
」

【
福
澤
の
表
記
は
「
大
軍
艦
エ
ン
ペ
ロ
ル
ニ
コ
ラ
ー
と
云
る
／
船
を
觀
る
ス
ク
ル
ー

フ
／
」）。
さ
ら
に
福
澤
は
、
こ
の
戦
艦
は
六
〇
〇
馬
力
の
動
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
、

戦
艦
の
規
模
が
長
さ
二
五
三
フ
ィ
ー
ト
、
幅
四
九
フ
ィ
ー
ト
、
深
さ
六
〇
フ
ィ
ー
ト

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
艦
は
一
一
〇
門
の
大
砲
を
装
備
し
て
い
る
。
堡

塁
は
石
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
壁
の
厚
さ
は
一
〇
フ
ィ
ー
ト
あ
る
。
乾
ド
ッ
ク

［「
ヅ
ラ
イ
ド
ッ
ク
」］
を
創
っ
た
の
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
［
一
世
］
で
あ
る
」【
福
澤
の

表
記
は
「
コ
ロ
ー
ン
ス
タ
ッ
ト
バ
ッ
テ
レ
ー
は
石
な
り
厚
さ
十
フ
ィ
ー
ト
／
ヅ
ラ
イ

ド
ッ
ク
伯
徳
帝
所
造
」】。
な
お
、
鈴
木
健
夫
の
論
文
で
記
さ
れ
て
い
る
大
砲
の
数
は

間
違
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
門
で
は
な
く
、
一
〇
〇
門
以
上
、
正
確
に
は
一
一

一
門
で
あ
る
。

　

福
澤
の
『
西
航
手
帳
』
に
は
、
通
し
た
記
述
形
式
の
『
西
航
記
』
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
補
足
的
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
訪
問
先
の
記
述
は
極
め
て
簡
単
で
あ
る

（『
西
航
記
』
の
著
者
が
、
同
行
し
た
海
軍
庁
の
公
的
人
間
の
説
明
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
書
き
留
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
）。
不
思
議

な
こ
と
に
、
福
澤
も
市
川
も
、
旧
型
お
よ
び
新
型
の
大
砲
の
数
、
兵
器
庫
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
刀
剣
類
の
種
別
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
一
方
で
、
他
の
訪
問
先
に

つ
い
て
は
、
単
に
そ
の
名
を
挙
げ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
何
も
伝
え
て
い
な
い
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か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
海
軍
士
官
ク
ラ
ブ
（
し
ば
し
ば
「
海
員
集
会
場
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
）、お
よ
び
図
書
館
の
訪
問
に
つ
い
て
は
一
言
も
な
い
。ち
な
み
に
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
や
っ
て
来
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
次
男
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
子
に

随
行
し
た
海
軍
軍
人
た
ち
は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
訪
問
し
た
際
か
な
り
長
時
間
図

書
館
に
滞
在
し
、「
海
軍
ク
ラ
ブ
の
…
素
晴
ら
し
い
造
り
を
目
に
し
た
際
の
感
嘆
の

気
持
ち
を
…
」
を
表
明
し
、「
特
に
自
分
た
ち
が
気
に
入
っ
た
の
は
舞
踏
ホ
ー
ル
と

客
室
で
…
、こ
の
よ
う
な
施
設
は
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
の
港
町
に
は
ま
っ
た
く
な
い
」

と
語
っ
た
。

　

日
本
の
客
が
目
に
し
た
の
は
、
工
場
、
ド
ッ
ク
、
造
船
場
、
中
心
街
の
ゴ
ス
ポ
ド

ス
カ
ヤ
通
り
の
あ
る
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
表
の
顔
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は

あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
案
内
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
に
外
れ
た
の
み

で
あ
っ
た
（
戦
列
艦
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
号
訪
問
）。
し
か
し
、
外
国
人
が
目
に
し

な
か
っ
た
別
の
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、「A

.T
.

」
の
イ

ニ
シ
ア
ル
の
み
で
名
を
隠
し
た
、
お
そ
ら
く
海
軍
士
官
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
人
物

が
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
通
報
』【К

ронш
тадтский вестник

】
に
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

　

町
は
「
出
来
て
か
ら
二
世
紀
経
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
個
人
の
住
宅
は
、
木

造
に
比
べ
て
石
造
の
方
が
多
い
と
誇
れ
る
よ
う
な
状
態
に
は
な
い
。
町
の
す
べ
て
の

地
区
は
、
家
と
い
う
よ
り
、
手
作
り
の
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
艀
船
材
製
で
【из 

барочного 
леса

】
組
み
立
て
ら
れ
た
、
小
屋
と
言
っ
た
方
が
よ
い
も
の
で
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
住
人
で
、
山
、
す
な
わ
ち
移
住
者
地
区
を
知

ら
な
い
者
は
、
チ
ェ
タ
ル
ナ
ヤ
、
シ
ヒ
ペ
ル
ス
カ
ヤ
、
ガ
ル
キ
ナ
ヤ
そ
の
他
の
多
く

の
通
り
を
し
ば
ら
く
で
も
散
歩
し
、
お
そ
ろ
し
く
汚
い
中
庭
、
階
段
の
代
わ
り
に
船

の
タ
ラ
ッ
プ
を
用
い
た
、
窓
が
斜
め
に
な
っ
て
い
る
前
世
紀
以
来
の
建
物
で
あ
る

家
々
が
続
い
て
い
る
の
を
眺
め
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
古
い
家
は
、
五
〇

年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
経
っ
て
お
り
、
中
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ロ
シ
ア
侵
攻
時
を
記

憶
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
ま
で
も
あ
る
。
い
っ
た
い
何
世
代
に
亘
っ
て
若
い
士
官
た

ち
が
、
こ
れ
ら
の
家
の
小
部
屋
や
屋
根
裏
部
屋
【в клетуш

ках и вы
ш

ках

】
で
過

ご
し
、
傾
い
た
窓
か
ら
汚
い
中
庭
や
闘
鶏
を
眺
め
て
楽
し
ん
で
き
た
こ
と
か
。
…
ク

ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
著
し
い
部
屋
不
足
の
た
め
、多
く
の
独
身
の
士
官
た
ち
は
、

そ
れ
ら
屋
根
裏
部
屋
に
【к этим вы

ш
кам

】
行
き
場
を
求
め
、
お
そ
ろ
し
く
高
い

家
賃
を
支
払
わ
ざ
る
を
え
な
い
。小
さ
な
台
所
付
き
の
小
部
屋
が
六
～
八
ル
ー
ブ
ル
、

床
が
ひ
び
割
れ
し
壁
紙
が
は
げ
落
ち
た
二
部
屋
あ
る
い
は
三
部
屋
の
住
ま
い
だ
と
一

五
ル
ー
ブ
ル
以
上
で
、
家
具
と
薪
は
別
払
い
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ま
た
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
で
さ
え
、
こ
れ
ほ
ど
高
い
部
屋
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
身
近
な

者
の
逼
迫
に
つ
け
こ
む
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
…
。

　

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
、
家
具
と
召
使
い
の
付
い
た
上
等
な
部
屋

（Cham
bre�garni「

家
具
付
き
の
部
屋
」）
で
せ
い
ぜ
い
銀
貨
一
五
ル
ー
ブ
ル
な
の

で
あ
る
か
ら
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
家
具
付
き
の
部
屋
を
そ
れ
以
下
で
貸
す
と
い

う
の
が
な
ぜ
出
来
な
い
の
か
、
独
身
の
士
官
た
ち
が
机
と
椅
子
を
持
っ
て
何
度
も

引
っ
越
し
に
駆
け
回
ら
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
は
き
ち
ん
と
し
た
ホ
テ
ル
は
ひ
と
つ

も
な
い
。
最
上
の
通
り
に
あ
る
最
高
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
ナ
ポ
リ
は
部
屋
だ
け
は
立
派

だ
が
、
あ
と
は
自
慢
で
き
る
も
の
は
な
い
。
食
事
は
、
性
質
上
、
冷
製
以
外
は
、
口

に
す
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
部
屋
は
手
入
れ
さ
れ
な
い
ま
ま
で
、
召
使
い
も
気
を
配

ら
な
い
。
ホ
テ
ル
・
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
ホ
テ
ル
・
パ
リ
は
、
部
屋
の
豪

華
さ
は
劣
る
が
、
ナ
ポ
リ
よ
り
は
手
入
れ
が
よ
い
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
家
主
の

方
々
に
は
…
あ
ま
り
大
き
く
な
い
部
屋
の
よ
り
良
い
供
給
、
そ
し
て
、
特
に
家
具
の

備
え
付
け
を
改
善
し
て
、
然
る
べ
き
収
入
を
良
心
的
に
得
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
て

頂
き
た
い
。
そ
の
こ
と
で
家
主
の
方
々
が
損
失
を
蒙
る
よ
う
な
こ
と
は
勿
論
な
い
で

あ
ろ
う
」。

　

客
観
性
の
た
め
に
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
市
当
局
が
状
況
改
善
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に
乗
り
出
し
、
同
じ
年
の
一
八
六
二
年
に
、
警
察
と
役
所
の
入
っ
て
い
る
建
物
の
修

繕
が
行
わ
れ
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
下
水
管
を
敷
設
す
る
工
事
が
始
ま
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
工
事
に
は
三
、
〇
四
〇
ル
ー
ブ
ル
二
六
・
五
コ
ペ
イ
カ
が
支
出
さ

れ
た
。

　

海
軍
庁
【М

орское 
ведомство

】
も
、
海
軍
士
官
お
よ
び
住
民
の
居
住
条
件
改

善
の
た
め
に
少
な
か
ら
ぬ
労
を
と
っ
た
。海
軍
省【М

инистерство

】は
ク
ロ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
に
、
二
一
一
戸
の
石
造
の
家
、
一
三
二
戸
の
木
造
の
家
、
一
一
基
の
橋
を
所

有
し
て
い
た
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
長
官
は
そ
の
報
告
の
中
で
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。「
官
営
の
建
物
に
は
、
特
に
、
妻
帯
者
、
そ
し
て
家
族
の
い
る
下
士
官

の
た
め
の
部
屋
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
個
人
所
有
の
家
を
六
戸
借
り
受
け
、
毎
年

一
三
、
五
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
支
払
っ
て
い
る
…
。
海
軍
庁
【М

орское 

ведомство

】
の
所
有
す
る
建
物
の
修
理
に
一
万
八
千
六
百
八
十
六
ル
ー
ブ
ル
二
〇

コ
ペ
イ
カ
が
支
出
さ
れ
た
」。

　

更
に
、
日
本
使
節
団
が
去
っ
た
四
年
後
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
中
心
部
の
ガ
ス

燈
計
画
が
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

　

日
本
使
節
団
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
滞
在
は
一
ヶ
月
以
上
に
及
ん
だ
。
ロ

シ
ア
の
首
都
の
多
く
の
名
所
を
訪
れ
た
日
本
人
た
ち
の
覚
え
書
き
を
読
む
と
、
簡
単

で
無
味
乾
燥
で
あ
り
感
情
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
す
べ

て
が
出
来
事
の
単
な
る
記
録
に
集
約
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
よ
そ
の
国
の
習

慣
や
文
化
に
対
す
る
素
朴
な
好
奇
心
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
驚
き
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
運
命
の
意
志
に
よ
り
琉
球
、
下
田
、
サ
ハ
リ
ン
に
行
く
こ
と
と
な
っ
た
ロ
シ

ア
士
官
た
ち
の
手
記
や
報
告
類
と
比
べ
る
と
、
特
に
際
だ
つ
。
我
々
が
確
認
で
き
た

限
り
で
は
、『
手
帳
』
の
中
で
福
澤
は
一
度
だ
け
地
名
を
ロ
シ
ア
文
字
で
書
き
留
め

て
い
る
（「Луга

」）。
ど
う
や
ら
こ
れ
は
、
福
澤
た
ち
が
列
車
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻

る
際
に
、駅
舎
に
掛
け
て
あ
っ
た
表
示
の
文
字
を
単
に
写
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、例
え
ば
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
そ
の
手
記
の
中
で
し
ば
し
ば
漢
字
を
用
い
て
書
き
、

日
本
語
の
語
句
や
文
を
集
め
た
も
の
を
作
っ
て
い
る
。そ
れ
に
対
し
福
澤
諭
吉
は『
手

帳
』
の
中
で
一
度
だ
け
、
ロ
シ
ア
語
の
挨
拶
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
留
め
、
英
語
に
翻

訳
し
た
も
の
を
添
え
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
タ
カ
ナ
で
記
さ
れ
た
と
お
り
に
発
音
し

た
場
合
、
そ
の
語
句
を
理
解
で
き
る
ロ
シ
ア
人
は
ま
ず
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
キ
リ
ル
文
字
で
再
現
す
る
。【
以
下
ロ
シ
ア
文
字
部
分
は
『
西
航
手
帳
』
の
中

の
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
併
記
。
た
だ
し
「
ヰ
」
は
促
音
】Каккувасидзудаговээ 

【
カ
ッ

ク
ワ
シ
ズ
ダ
ゴ
ウ
ヰ
エ
】（how

�is�your�health?

）
は
、
お
そ
ら
く
「Как Ваш

е 

здоровье?

」【「
お
元
気
で
す
か
」
の
意
】
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

каквэпадзивэй 

【
カ
ク
ウ
ヰ
パ
ジ
ウ
ヰ
イ
】
は
、
英
語
訳
の
な
い
ま
ま
で
あ
る
が
、

「Как вы
 пож

иваете?

」【「
い
か
が
お
す
ご
し
で
す
か
」
の
意
】
に
最
も
近
い
。
あ

る
い
は
、Бувагосарю

дарю
 【

ブ
ワ
ゴ
サ
リ
ュ
】（thank�you

）
は
「благодарю

」

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、Во:тин 

харари 

【
ヲ
ー
チ
ン
ハ
ラ
リ
ー
】（very�

w
ell

）
は

「очень хорош
о

」
に
最
も
近
い
。

　

福
澤
の
『
手
帳
』
の
中
に
は
、
全
体
的
に
非
常
に
簡
潔
な
叙
述
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

英
語
に
よ
る
長
い
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
が
見
ら
れ
、
ロ
シ
ア
（
国
家
お
よ
び
民
族

に
つ
い
て
の
全
体
的
な
複
合
概
念
と
し
て
の
）
に
つ
い
て
、
外
国
語
、
な
に
よ
り
も

英
語
を
通
し
て
理
解
さ
れ
、
情
報
が
中
継
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
工
場
や
ド
ッ
ク
を
訪
れ
た
際
の
覚
え
書

き
の
中
に
、「
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
同
様
」
と
い
う
内
容
（
部
分
的
に
は
ま
さ

に
そ
の
通
り
で
あ
る
が
）
に
尽
き
る
短
い
コ
メ
ン
ト
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
も
関
係
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
工
場
や
ド
ッ
ク
に
は
、
日
本
使
節
団
員
が
ち
ょ
う

ど
そ
の
時
期
に
訪
問
し
た
ロ
ン
ド
ン
博
覧
会
で
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
た
考
案
装
置
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
使
節
団
員
が
訪
問
先
の
施
設
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
書
を
上
役

宛
て
に
書
い
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
が
、
本
稿
の
著
者
は
未
見
で
あ
る
。

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）
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●
使
用
文
書
館
史
料

１�
．О

тдел архивны
х документов Российской национальной библиотеки 

(сокращ
енно: О

А
Д

 РН
Б). Ф

онд 1. О
пись 1. Д

ело 38. Д
ело управления 

И
мператорской 

П
убличной 

библиотеки 
Бумаг, 

не 
требую

щ
их 

производства и к сведению
 принимаемы

х. 1864 год. Н
а 42 листах.

２�

．О
тдел 

рукописей 
Российской 

национальной 
библиотеки 

(С
окращ

енно О
Р РН

Б). Ф
онд 380 (А

рхив М
.А

. Корфа). О
пись 1. Д

ело 

42. 
П

исьма-отчеты
 

М
одесту 

П
етровичу 

Корфу 
об 

отнош
ении 

посетителей к демонстрируемы
х сокровищ

ам П
убличной библиотеки. 

28 ию
ня 1859 г. - 21 апреля 1860 г. А

втограф. Л
истов 151.

３�

．О
тдел 

рукописей 
Российской 

национальной 
библиотеки 

(С
окращ

енно О
Р РН

Б). Ф
онд 380 (А

рхив М
.А

. Корфа). О
пись 1. Д

ело 

43. 
Коссович, 

К
аетан 

А
ндреевич, 

библиотекарь 
П

убличной 

библиотеки. П
исьма-отчеты

 М
одесту П

етровичу Корфу об отнош
ении 

посетителей 
к 

дем
онстрируем

ы
м

 
сокровищ

ам
 

П
убличной 

библиотеки. 25 апрел1860 - 4 мая 1861 г. А
втограф, пометы

 красны
м 

карандаш
ом В

.В
. Стасова. Л

истов 77.

４�

．Российский 
государственны

й 
архив 

военно-морского 
флота 

(сокращ
енно: РГА

 В
М

Ф
). РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 410. О
пись 2. Д

ело 1832. 

К
анцелярия 

М
орского 

М
инистерства. 

О
тделение 

1. 
Д

ело 
О

 

предоставлении Главны
ми Командирами портов в Д

епартамент и 

другие учреж
дения М

орского ведомства годовы
х отчетов. Н

ачато 28 

О
ктября 1860 года. Кончено 29 Я

нваря 1861 года. Н
а 78 листах.

５�

．РГА
В

М
Ф

. 
Ф

онд 
410. 

О
пись 

2. 
Д

ело 
55. 

К
ронш

тадтского 

П
ароходного Завода по канцелярии. Д

ело 1863 г. О
 представлении к Г. 

Управляю
щ

ему 
М

орским 
М

инистерством 
описания 

П
ароходного 

завода и ведомостей. Н
ачато 12 М

арта 1863 г. Кончено 23 И
ю

ня 1864 

г. Н
а 67 листах.

６�

．Российский государственны
й исторический архив (ниж

е РГИ
А

). 

Ф
онд 473. О

пись 3. Д
ело 326.

●
出
典

７�

．О
тчет 

И
мператорской 

П
убличной 

библиотеки 
за 

1862 
год, 

представленны
й 

г. 
министру 

И
мператорского 

Д
вора 

директором 

Библиотеки, 
тайны

м
 

советником
 

Д
еляновы

м
. 

С
.-П

етербург: 

Типография II О
тделения С

обственной Е.И
.В

. Канцелярии, 1863. 96 с.

８�

．О
тчет 

И
мператорской 

П
убличной 

библиотеки 
за 

1863 
год, 

представленны
й г. М

инистру народного просвещ
ения Д

иректором 

Библиотеки, 
тайны

м
 

советником
 

Д
еляновы

м
. 

С
.-П

етербург: 

Типография II О
тделения С

обственной Е.И
.В

. Канцелярии, 1864. 186 

с.９�

．К
ронш

тадтский вестник. М
орской и политический листок. 1862 г.

10�
．С

анктпетербургские 
ведом

ости, 
Газета 

политическая 
и 

литературная. 1862 г.

11�
．
市
川
清
流
『
尾
蠅
欧
行
漫
録
』（【
大
塚
武
松
編
】『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』

第
二
巻
所
収
、【
日
本
史
籍
協
会
、】
一
九
二
九
年
、
二
四
九
―
五
六
二
頁
）。

12�
．
野
沢
伊
久
太
［
郁
大
］『
遣
欧
使
節
航
海
日
録
』（【
大
塚
武
松
編
】『
遣
外
使

節
日
記
纂
輯
』
第
二
巻
所
収
、【
日
本
史
籍
協
会
、】
一
九
二
九
年
、
一
一
三
―

二
四
八
頁
）。

13�
．
福
沢
諭
吉
『
西
航
記
』（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
一
年
、
六
―
六
五
頁
）。

14�
．
福
澤
諭
吉
『
西
航
手
帳
』（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、
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一
九
七
一
年
、
六
六
―
一
四
五
頁
）。

●
文
献

15�
．Бочаров А

.А
. О

бучение грамоте матросов русского флота во второй 

полоине X
IX

 века//Елагинские чтения. В
ы

пуск V. С
П

б.: О
стров, 2011. 

С
. 122-129.

16�
．К

лимов 
В

.Ю
. 

А
лександр 

Ф
едорович 

М
ож

айский 
и 

В
асилий 

В
асильевич М

ож
айские и Я

пония//Елагинские чтения. В
ы

пуск V. 

С
П

б.: О
стров, 2011. С

. 109-121.

17�
．Н

овикова 
Л

.И
. 

К
.Н

. 
М

атю
ш

кин-основатель 
первой 

матросской 

библиотеки//Елагинские чтения. В
ы

пуск V
II. С

П
б.: Гиперион, 2014. 

С
. 166-175.

18�
．О

тчет И
мператорской П

убличной Библиотеки за 1856 год. Рецен. Н
. 

П
-скаго//О

течественны
е 

записки, 
учено-литературны

й 
ж

урнал, 

и
здаваем

ы
й

 
А

н
дреем

 
К

раевски
м

. 
Т

О
М

 
C

X
III. 

113. 

СА
Н

К
ТП

ЕТЕРБУ
РГ. 

В
 

типографии 
Н

.И
. 

Глазунова, 
1857. 

Год 

девятнадцаты
й. И

Ю
Л

Ь/II. К
ритика и Библиография. С

. 16-25.

19�
．Русский 

биографический 
словарь 

Том 
I. 

А
аронъ-И

мператоръ 

А
лександр II. И

здан под наблю
дением председателя И

мператорского 

Русского И
сторического О

бщ
ества А

.А
. П

оловцова. С
.-П

етербург: 

Типография И
.Н

. С
короходова, 1896. 892 с.

20�
．
宮
永
孝
『
幕
末
遣
欧
使
節
団
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、
全
三
七

八
頁
。

21�
．
鈴
木
健
夫
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
お
け
る
使
節
団
～
真
面
目
な
守
旧
派
と
陽
気

な
進
歩
」（
鈴
木
健
夫
Ｐ
・
ス
ノ
ー
ド
ン
Ｇ
・
ツ
ォ
ー
ベ
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

の
見
た
文
久
使
節
団　

イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
』
所
収
、
早
稲
田
大
学

出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
、
一
六
一
―
一
八
五
頁
）。

22�
．
保
田
孝
一
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
福
沢
諭
吉
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
十
七
巻
、

一
九
九
〇
年
、
六
一
―
六
四
頁
）。

23�
．Fukuzaw

a�Y
ukichi�on�Education.�Selected�W

orks.�T
ranslated�

and�edited�by�Eiichi�K
iyooka.�Introduction�by�K

azuyoshi�N
akaya-

m
a.�T

okyo:�U
niversity�of�T

okyo�Press,�1985.
�

（
有
泉
和
子
訳
）

〔
注
〕

（
１
）　

ロ
シ
ア
帝
室
・
皇
帝
領
省
【М

инистерство И
мператорского Д

вора и уделов

】

は
一
八
二
六
年
八
月
二
二
日
（
西
暦
九
月
三
日
）
に
設
立
さ
れ
た
。
皇
帝
に
直
属
す
る

大
臣
を
長
と
す
る
。
こ
の
職
務
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
特
別
の
信
頼
を
与
え
ら
れ
た
ロ

シ
ア
帝
国
の
最
高
官
た
ち
で
あ
る
。
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
は
、
Ｐ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ル
コ

ン
ス
キ
ー
公
爵
の
死
後
、
一
八
五
二
年
八
月
三
〇
日
、
ロ
シ
ア
帝
室
宮
内
大
臣
に
任
命

さ
れ
、
二
〇
年
間
も
の
間
、
そ
の
失
明
ま
で
続
け
た
。（Русский 

биографический 
словарь Том I. С.-П

етербург: Типография И
.Н

. Скороходова, 1896. С. 75

）

　
　
　

な
お
、帝
室
宮
内
大
臣
で
侍
従
武
官
長
の
Ｖ
・
Ｆ
・
ア
ド
レ
ル
ベ
ル
グ
伯
爵
は
、「［
帝

国
公
共
］
図
書
館
が
彼
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
期
間
、
皇
帝
陛
下
に
対
す
る
そ
の
教
養

あ
る
忠
節
で
も
っ
て
、
図
書
館
の
手
稿
お
よ
び
印
刷
本
の
宝
庫
を
豊
か
に
し
、
財
政

面
の
強
化
に
尽
く
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
印
と
し
て
、
図
書
館
の
「
名
誉
職
」
の
称

号
が
授
与
さ
れ
た
」。（О

тчет И
мператорской П

убличной ю
ию

лиотеки за 1863 
год. С

-П
етербург, 1864. С

. 5-6.

）【
引
用
文
中［　

］は
ク
リ
モ
フ
補
注
。以
下
同
様
】

　
　
　

現
在
の
ロ
シ
ア
で
は
こ
の
官
庁
は
、
条
件
付
で
は
あ
る
が
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
ロ

シ
ア
連
邦
大
統
領
指
揮
下
の
官
庁
【Управление делами П

резидента Российской 
Ф

едерации.П
резидента Российской Ф

едерации

】
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）　РГИ

А
. Ф

онд. 473. О
пись. 3. Д

ело. 326. Л
. 42.

（
３
）　Там ж

е. Л
. 42.

（
４
）　РГИ

А
. Ф

онд. 473. О
пись. 3. Д

ело. 326. Л
. 149-149 об.
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（
５
）　Там ж

е. Л
л. 155-155 об.

（
６
）　Там ж

е. Л
. 152.

（
７
）　О

тчет И
мператорской П

убличной Библиотеки за 1856 год. Рецен. Н
. 

П
-скаго//О

течественны
е записки, учено-литературны

й ж
урнал, издаваемы

й 
А

ндреем К
раевским. ТО

М
 C

X
III. 113. СА

Н
К

ТП
ЕТЕРБУ

РГ. В
 типографии 

Н
.И

. 
Глазунова, 

1857. 
Год 

девятнадцаты
й. 

И
Ю

Л
Ь/II. 

К
ритика 

и 
Библиография. С

. 16.

（
８
）　Там ж

е. С
. 17.

（
９
）　Там ж

е. С
. 17.

（
10
）　Там ж

е. С
. 22.

（
11
）　Там ж

е. С
. 25.

（
12
）　С

анктпетербургские ведомости. N
o. 222. 12 октября 1862 г.

（
13
）　О

тчет И
мператорской П

убличной библиотеки за 1863 г. С
.-П

етербург, 
1864. С

. 3.

（
14
）　Там ж

е. С
. 3-4.

（
15
）　Там ж

е. С
. 8-9.

（
16
）　Там ж

е. С
. 23.

（
17
）　Там ж

е. С
. 24.

（
18
）　

О
тчет 

И
м

ператорской 
П

убличной 
библиотеки 

за 
1863 

год, 
представленны

й 
г. 

М
инистру 

народного 
просвещ

ения 
Д

иректором 
Библиотеки, тайны

м советником Д
еляновы

м. С
.-П

етербуг, 1864. С
. 116.

（
19
）　Там ж

е. С
. 73.

（
20
）　С

анктпетербургские ведомости, 24 ию
ля 1862 г., N

o. 160. С
. 697.

（
21
）　

宮
永
孝
『
幕
末
遣
欧
使
節
団
』【
講
談
社
学
術
文
庫
】、
二
〇
〇
六
年
、
二
七
五
頁
。

（
22
）　РГИ

А
. Ф

онд. 473. О
пись. 3. Д

ело. 326. Л
. 168.

（
23
）　Там ж

е. Л
. 169.

（
24
）　

ソ
ボ
リ
シ
シ
コ
フ
、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
イ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
は
一
八
一
三
年
に
ヴ
ィ

テ
プ
ス
ク
【
白
ロ
シ
ア
の
州
名
で
あ
り
都
市
名
】
に
生
ま
れ
る
。
一
八
三
四
年
か
ら

帝
国
図
書
館
に
勤
務
、図
書
館
員
、建
築
家
、一
八
七
二
年
一
〇
月
一
八
日
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
死
去
。
海
外
書
籍
部
門
の
創
設
、
ロ
シ
ア
の
啓
蒙
に
多
大
な
尽
力

を
し
た
（R

ossica, Росика

）。

（
25
）　О

А
Д

 РН
Б. Ф

онд 1. О
пись 1. Д

ело 38. Л
. 28.

（
26
）　РГИ

А
. Ф

онд. 473. О
пись. 3. Д

ело. 326. Л
. 170.

（
27
）　О

тчет 
И

мператорской 
П

убличной 
библиотеки 

за 
1863 

год. 
С

анкт-
П

етербург, 1864. С
. 125.

（
28
）　

コ
ソ
ヴ
ィ
チ
、
カ
エ
タ
ン
・
ア
ン
ド
レ
エ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
一
四
年
三
月
二
日
―

一
八
八
三
年
一
月
二
六
日
）
ポ
ロ
ツ
ク
【
白
ロ
シ
ア
・
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
州
の
都
市
】

の
出
身
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
死
去
。
東
洋
学
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
、

ペ
ル
シ
ャ
学
、
セ
ム
学
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
研
究
）、
パ
リ
・
ア
ジ
ア
協
会
、
ロ
ン
ド
ン
・

ア
ジ
ア
協
会
、
ド
イ
ツ
・
東
洋
学
協
会
会
員
。
一
八
五
〇
年
か
ら
一
八
八
三
年
帝
国

公
共
図
書
館
研
究
員
、
一
八
五
三
年
東
洋
語
書
籍
部
門
責
任
者
。
一
八
五
八
年
か
ら

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
で
教
え
る
。

（
29
）　О

Р РН
Б. Ф

онд 380 (А
рхив М

.А
. Корфа). О

пись 1. Д
ело 42. Л

л. 1-151; О
Р 

РН
Б. Ф

онд 380 (А
рхив М

.А
. Корфа). О

пись 1. Д
ело 43. Л

л. 1-77.

（
30
）　Fukuzaw

a Yukichi on Education. Selected W
orks. Translated and edited by 

Eiichi K
iyooka. Introduction by K

azuyoshi N
akayam

a. Tokyo: U
niversity of To-

kyo Press, 1985. P. 6.

（
31
）　

前
掲
書
。

（
32
）　

福
澤
諭
吉
は
漢
字
を
使
い
「
蔵
書
庫
」
と
書
い
て
い
る
。
最
初
の
二
字
の
「
蔵
書
」

は
ロ
シ
ア
語
で
は「библиотека

【
図
書
館
、書
庫
】」を
意
味
す
る
が
、『
大
和
露
辞
典
』

【《Больш
ом японо-русском словаре

》】
に
は
「
個
人
の
」
と
注
が
あ
る
。
三
番

目
の
「
庫
」
は
倉
庫
を
意
味
す
る
。
ゆ
え
に
ロ
シ
ア
語
で
は
「книгохранилищ

е 【
大

公
共
図
書
館
、
書
庫
】」。
日
本
人
が
訪
問
し
た
時
、
開
館
前
で
、
開
館
準
備
を
し
て

お
り
、
入
館
者
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
福
澤
諭
吉
は
【
書
庫
だ
と
思
い
】「
蔵

書
庫
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
だ
ろ
う
【
福
澤
は
ク
リ
モ
フ
使
用
『
西
航
手
帳
』

八
五
頁
で
は
「
書
庫
」】。

（
33
）　

福
澤
が
漢
字
で
「
板
本
」
と
使
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
は
興
味
深
い
。

板
本
と
は
基
本
的
に
は
木
版
本
、つ
ま
り
木
板
で
印
刷
さ
れ
た
本
を
意
味
す
る
の
だ
が
。

（
34
）　

福
澤
は
ド
イ
ツ
を
漢
字
二
字
で
「
独
逸
」
と
表
記
。

（
35
）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
漢
字
で
歐
羅
巴
と
表
記
。
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（
36
）　

明
ら
か
に
、
宗
教
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
福
澤
は
「
経
書
」
と
い
う
字
を
使
っ
て

い
る
。
本
来
は
中
国
の
古
典
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
稀
覯

本
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
帝
国
公
共
図
書
館
の

蔵
書
に
は
そ
の
種
の
出
版
物
が
少
な
か
ら
ず
蒐
集
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ

し
、
確
認
は
要
す
る
。

（
37
）　

福
沢
諭
吉
『
西
航
記
』
四
九
頁
。

（
38
）　

お
そ
ら
く
、
一
五
六
四
年
三
月
一
日
モ
ス
ク
ワ
で
、
イ
ワ
ン
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
フ

（
一
五
一
〇
―
一
五
八
三
）
と
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ム
ス
チ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
（
？
―

一
五
七
八
？
）
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
ロ
シ
ア
最
初
の
刊
本
『
使
途
行
伝
』、
正
式
名
称

『
使
途
行
伝
、
公
同
書
簡
、
聖
パ
ウ
ロ
書
簡
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
39
）　

ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
（
ド
イ
ツ
語
で
はJohannes 

G
utenberg, 

生
没
は

一
三
九
七
／
一
四
四
〇
―
一
四
六
八
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
マ
テ
ウ
ス
・
パ
ル

メ
リ
ウ
ス
は
一
四
八
三
年
に
「
一
四
四
〇
年
、
書
籍
印
刷
術
が
マ
イ
ン
ツ
市
の
グ
ー

テ
ン
ベ
ル
グ
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
福
沢
諭
吉
の
『
西
航
手
帳
』

の
中
に
断
片
的
な
情
報
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
帝
国
公
共
図
書
館

の
見
学
で
は
賓
客
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ロ
シ
ア
に
お
い
て
最
初
の
印
刷

本
が
作
ら
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
の
話
が
為
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
40
）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
の
印
刷
書
は
、
一
四
五
五
年
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル

グ
が
出
版
し
た
ド
イ
ツ
の
聖
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
41
）　

福
澤
諭
吉
『
西
航
記
』
八
五
頁
。

（
42
）　О

тчет И
мператорской П

убличной библиотеки за 1862 год. С
.-П

етербург, 
1863. С

. 8.

（
43
）　О

тчет И
мператорской П

убличной библиотеки за 1862 год. С
.-П

етербург, 
1863. С

. 12.

（
44
）　Бочаров А

.А
. О

бучение грамоте матросов русского флота во второй 
половине X

IX
 века//Елагинские чтения. В

ы
пуск V. С

П
б.: О

стров, 2011. С
. 

124-125.

（
45
）　К

ронш
тадтский вестник, N

o. 90, 10 октября 1862 г. С
. 376.

（
46
）　Н

овикова 
Л

.И
. 

К
.Н

. 
М

атю
ш

кин-основатель 
первой 

м
атросской 

библиотеки//Елагинские чтения. В
ы

пуск V
II. С

П
б.: Гиперион, 2014. С

. 173.

（
47
）　К

ронш
тадтский вестник, N

o. 52, 5 ию
ля 1862 г. С

. 221-222.

（
48
）　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
子
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
【
第
四
子
で
】
次
男
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
二
世
の
唯
一
の
娘
で
あ
る
大
公
女
マ
リ
ア
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ナ

（
一
八
五
三
―
一
九
二
〇
）
と
結
婚
。

（
49
）　С

анктпетербургские ведомости, 8 августа 1862 г., N
o. 171.

（
50
）　Там ж

е.

（
51
）　С

анктпетербургские ведомости, 17 августа, N
o. 178. С

. 768.

（
52
）　С

анктпетебургские ведомости, 5 октября 1862 г., N
o. 216. С

. 923.

（
53
）　С

анкт-П
етербургские ведомости, 1 августа, N

o. 166. С
. 720.

（
54
）　

保
田
孝
一
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
福
沢
諭
吉
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
十
七
巻
、

一
九
九
〇
、六
一
―
六
四
頁
）。

（
55
）　

鈴
木
健
夫
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
お
け
る
使
節
団
～
真
面
目
な
守
旧
派
と
陽
気
な
進

歩
」（
鈴
木
健
夫
、
Ｐ
・
ス
ノ
ー
ド
ン
、
Ｇ
・
ツ
ォ
ー
ベ
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
見
た

文
久
使
節
団　

イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
所
収
、

二
〇
〇
五
、一
七
六
―
一
七
七
頁
）。

（
56
）　Там ж

е. Л
. 173 б.

（
57
）　

第
一
使
節
の
肩
書
【титулатура

】
を
ロ
シ
ア
人
は
間
違
え
て
い
る
。
シ
モ
ダ
・
ノ
・

カ
ミ
で
は
な
く
、
シ
モ
ツ
ケ
・
ノ
・
カ
ミ
。
シ
モ
ツ
ケ
は
県
名
、
シ
モ
ダ
は
伊
豆
半

島
に
あ
る
町
で
あ
る
。下
田
は
、伯
爵
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
・
エ
ヴ
フ
ィ
ミ
イ（
エ
フ
ィ
ム
）・

ヴ
ァ
シ
リ
エ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
〇
三
―
一
八
八
三
）
の
外
交
使
節
団
が
そ
こ
を
訪
れ
て

以
来
ロ
シ
ア
人
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
町
で
あ
る
。

（
58
）　

名
前
は
、
新
聞
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
通
り
に
引
用
し
た
。
現
在
ロ
シ
ア
の
す
べ
て

の
日
本
関
係
専
門
家
に
採
用
さ
れ
て
い
る
ポ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
の
日
本
語
転
写
方
式
に
従

え
ば
、
そ
れ
ぞ
れТакэути 

С
имоцукэ-но 

ками 

（
竹
内
下
野
守
）、Ф

укути 
Гэнъитиро

（
福
地
源
一
郎
）
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
59
）　С

анкт-П
етербургские ведомости, 4 сентября 1862 г., N

o. 192. С
. 824/2.

（
60
）　

宮
永
孝
『
文
久
遣
欧
使
節
団
』【
講
談
社
学
術
文
庫
】、
二
〇
〇
六
年
、
二
七
七
頁
。

（
61
）　

福
澤
諭
吉
『
西
航
記
』
一
〇
八
頁
。

（
62
）　К

лимов В
.Ю

. А
лександр Ф

едорович М
ож

айский и В
асилий В

асильевич 
М

ож
айские и Я

пония//Елагинские чтения. В
ы

пуск V. С
П

б.: О
стров, 2011. С

. 



（　 ）　1862年日本使節団のロシア訪問（クリモフ）141

109-121. 【
ク
リ
モ
フ
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー

と
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ヴ
ァ
シ
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
と
日
本
」】

（
63
）　С

анкт-П
етербургские ведомости, 4 сентября 1862 г., N

o. 192. С
. 824/2.

（
64
）　К

ронш
тадтский вестник, 19 сентября, N

o. 81. С
. 337.

（
65
）　

サ
ー
ジ
ェ
ン
は
、
古
い
ロ
シ
ア
の
計
測
単
位
で
あ
る
。
一
六
四
九
年
の
『
会
議
法

典
【С

оборное улож
ение

】』
で
は
、
公
定
サ
ー
ジ
ェ
ン
は
二
・
一
六
ｍ
に
等
し
か
っ

た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
（
一
六
七
三
―
一
七
二
五
、
在
位
一
六
八
二
―
一
七
二
五
）

治
世
時
に
量
目
が
変
更
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
計
測
単
位
に
近
づ
け
ら
れ
た
。
ニ
コ
ラ

イ
一
世
（
一
七
九
六
―
一
八
五
五
、
在
位
一
八
二
五
―
一
八
五
五
）
時
に
一
八
三
五

年
一
〇
月
一
一
日
の
勅
令
「
ロ
シ
ア
の
度
量
衡
制
度
に
つ
い
て
【О

 
системе 

российских мер и весов

】」
に
よ
り
、
サ
ー
ジ
ェ
ン
は
二
・
一
三
三
六
ｍ
に
、
立
方

サ
ー
ジ
ェ
ン
は
九
・
七
一
三
㎥
と
さ
れ
た
。

（
66
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 410. О
пись 2. Д

ело 1832. Л
л. 65-65 об.

（
67
）　

間
は
長
さ
の
単
位
、
一
間
は
一
・
八
一
ｍ
。

（
68
）　

市
川
清
流
『
尾
蠅
欧
行
漫
録
』（『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
第
二
巻
、
一
九
二
九
年
、

四
八
一
頁
）。

（
69
）　

他
の
地
名
と
は
異
な
り
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
こ
と
を
福
澤
は
漢
字
で
「
伯

徳
禄
堡
」
と
記
し
て
い
る
。

（
70
）　

福
澤
諭
吉
『
西
航
記
』
五
〇
頁
。

（
71
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 781. О
пись 2. Д

ело 55. К
ронш

тадтского П
ароходного 

Завода по канцелярии Д
ело 1863 г. О

 представлении к Г. Управляю
щ

ему 
М

орским М
инистерством описания П

ароходного завода и ведомостей. Л
л. 

57.

（
72
）　Там ж

е.

（
73
）　РГА

 
В

М
Ф

. 
Ф

онд 
410. 

О
пись 

2. 
Д

ело 
1832. 

Канцелярия 
М

орского 
М

инистерства. 
О

тделение 
1. 

Д
ело 

О
 

предоставлении 
Главны

м
и 

Командирами 
портов 

в 
Д

епартамент 
и 

другие 
учреж

дения 
М

орского 
ведомства годовы

х отчетов. Н
ачато 28 О

ктября 1860 года. Кончено 29 
Я

нваря 1861 года. Л
л. 62-62 об.

（
74
）　

福
澤
諭
吉
『
西
航
記
』
八
六
頁
。

（
75
）　

鈴
木
健
夫
上
掲
書
一
六
四
頁
。

（
76
）　К

ронш
тадтский вестник, N

o. 61, 5 августа 1862 г.С
. 257.

（
77
）　К

ронш
тадтский вестник. N

o. 60, 1 августа 1862 г.С
. 256.

（
78
）　К

ронш
тадтский вестник. N

o. 60, 1 августа 1862 г.С
. 256.

（
79
）　РГА

 
В

М
Ф

. 
Ф

онд 
410. 

О
пись 

2. 
Д

ело 
1832. 

Канцелярия 
М

орского 
М

инистерства. 
О

тделение 
1. 

Д
ело 

О
 

предоставлении 
Главны

м
и 

Командирами 
портов 

в 
Д

епартамент 
и 

другие 
учреж

дения 
М

орского 
ведомства годовы

х отчетов. Н
ачато 28 О

ктября 1860 года. Кончено 29 
Я

нваря 1861 года. Л
л. 69 об. -69 об.

（
80
）　

福
澤
諭
吉
『
西
航
手
帳
』
七
五
頁
。

（
81
）　

福
澤
上
掲
書
七
五
―
七
六
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ⅰ
）　
【　

】
は
翻
訳
者
の
注
。
以
下
同
様
。

（
ⅱ
）　
［　

］
は
略
記
に
対
す
る
ク
リ
モ
フ
注
。
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